
　県立秋田北鷹高等学校（菊池一二三校長、生徒数737

人）の『第３回北鷹祭』が６月22日、23日の二日間の日

程で行われました。22日には各クラス別に、いろいろ

なキャラクターなどに仮装した生徒が商店街を練り歩

き北鷹祭開催をＰＲ。元気なパフォーマンスに沿道か

ら大きな拍手が送られていました。～秋田北鷹高校『第３回北鷹祭』～～秋田北鷹高校『第３回北鷹祭』～

元気なパフォーマンス
商店街に笑顔あふれる
元気なパフォーマンス
商店街に笑顔あふれる

元気なパフォーマンス
商店街に笑顔あふれる
元気なパフォーマンス
商店街に笑顔あふれる
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◇
市
民
歌
の
制
定

◇
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
防
災
意
識
の
向
上

◇
適
正
な
管
理
を
促
す
べ
く
空
き
家
条
例
の
制
定

◇
行
財
政
改
革
、
行
政
評
価
委
員
会
に
よ
る
事
務
事
業
評
価
の
推
進

◇
定
住
対
策
の
推
進

◇
時
代
に
即
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築

◇
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
と
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

◇
自
主
財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の
精
査
、
更
な
る
経
費
削
減

◇
施
設
の
整
理
統
合
と
遊
休
資
産
の
売
却

◇
電
算
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

◇
税
の
公
平
と
公
正
を
保
持
、
収
納
率
の
向
上

◇
秋
田
内
陸
線
の
利
用
促
進

◇
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
ご
み
焼
却
施
設
整
備

◇
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
、
ご
み
減
量
化

◇
不
法
投
棄
の
監
視
と
啓
発

◇
空
間
放
射
線
量
の
測
定
と
公
表

◇
交
通
事
故
や
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
社
会
づ
く
り
の
推
進

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
未
設
置
住
宅
へ
の
早
期
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み

◇
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

◇
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
助
言
や
情
報
提
供
、
消
費
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止

◇
男
女
共
同
参
画
計
画
の
推
進

◇
戸
籍
正
本
滅
失
対
策
の
た
め
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修

◇
保
育
園
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
方
向
性
を
提
示

◇
障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た
施
策
の
展
開
と
自
立
支
援
協

議
会
の
機
能
強
化
に
よ
る
相
談
支
援
活
動
の
充
実

◇
児
童
虐
待
の
防
止
、
子
ど
も
の
安
全
確
認
と
虐
待
の
早
期
発
見

◇
高
齢
者
が
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

◇
高
齢
化
社
会
に
即
し
た
北
秋
田
市
モ
デ
ル
の
構
築

◇
介
護
保
険
事
業
の
適
正
な
制
度
運
用
と
介
護
予
防
対
策
の
強
化

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◇「
ひ
ま
わ
り
の
家
」の
方
向
性
に
つ
い
て
の
検
討

◇
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
の
受
診
し
や
す
い
環
境

づ
く
り

◇
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
訪
問
指
導
等
の
充
実
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

　
意
識
の
高
揚

◇
介
護
予
防
事
業
の
実
施
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

◇
自
殺
予
防
対
策
の
推
進

◇
不
妊
・
不
育
症
治
療
へ
の
助
成

◇
感
染
症
予
防
の
普
及
啓
発
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

◇
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種

◇
市
民
病
院
の
未
稼
働
病
棟
の
稼
働
に
向
け
た
常
勤
医
師
の
確
保

◇
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
と
訪
問
看
護
事
業
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ

◇
身
近
な
医
療
施
設
と
し
て
各
診
療
所
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

◇
歯
科
往
診
車
両（
阿
仁
診
療
所
）購
入
に
よ
る
往
診
の
実
施

◇
農
家
へ
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の
周
知
と
加
入
促
進

◇
戦
略
作
目
の
普
及
拡
大
に
よ
る
北
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

◇
６
次
産
業
化
の
推
進
と
地
場
産
品
の
売
り
込
み
強
化

◇「
人
・
農
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
作
成

◇
市
場
性
の
高
い
北
秋
田
産
牛
の
生
産

◇
北
秋
田
産
比
内
地
鶏
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立

◇
圃
場
整
備
、
揚
水
機
・
水
路
等
の
改
修
に
よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
の
推

進
◇「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」と「
中
山
間
地
直
接
支
払
事
業
」

の
支
援

◇
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
及
び
民
有
林
整
備
事
業
の
推
進

◇
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
よ
る
安
定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り

◇「
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
」を
活
用
し
た
搬
出
間
伐

◇
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
受
入
れ
態
勢

の
構
築

◇
第
9
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
の
開
催

◇
秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ま
る
ご
と
森
吉
山
観

光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進

◇
八
幡
平
の
ヒ
グ
マ
受
入
れ
に
係
る
阿
仁
熊
牧
場
の
施
設
整
備

◇
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
と
連
携
し
た
利
用
者
増
加
の
取
組
み

◇「
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
」等
に
よ
る
雇
用
の
安
定
と
企
業

支
援

◇
企
業
誘
致
の
推
進
と
既
存
企
業
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援

◇「
中
心
市
街
地
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」の
推
進

◇「
と
れ
た
て
村
」の
活
用
、
売
れ
る
商
品
の
開
発
・
改
良
を
支
援

◇
特
産
品
の
掘
り
起
こ
し
と
情
報
発
信
の
強
化

◇
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
整
備
促
進

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
実
施

◇（
仮
称
）宮
前
町
団
地
整
備
事
業
の
実
施
設
計

◇
既
存
市
営
住
宅
の
計
画
的
な
改
修
･
改
善

◇
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
い
た
橋
梁
補
修
工
事
の
早
期
完
成

◇
公
共
下
水
道
事
業
を
始
め
と
し
た
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
の
推

進
◇
未
加
入
世
帯
へ
の
啓
発
に
よ
る
水
洗
化
率
の
向
上

◇
老
朽
管
や
設
備
機
械
等
の
更
新
整
備
に
よ
る
水
道
水
の
安
定
供
給

◇
森
吉
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
の
再
開

◇
米
内
沢
小
学
校
旧
校
舎
の
解
体
と
外
構
工
事
の
完
成

◇
合
川
小
学
校
建
設
工
事
の
実
施

◇「
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
」事
業
の
継
続

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
の
推
進

◇
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
間
を
育
む
教
育
の
推
進
、
教
職
員
の
指
導
力

の
向
上
、
保
護
者
や
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

◇
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
た
い
と
き
に
学
べ
る
機
会
の
提
供

◇（
仮
称
）生
涯
学
習
交
流
施
設
の
機
能
充
実
の
取
り
組
み
と
建
設
の
推
進

◇
図
書
室
の
開
館
時
間
の
延
長
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
利
用
促
進

◇
青
年
活
動
の
支
援
と
青
少
年
の
健
全
育
成

◇
優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機
会
の
提
供

◇
貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
存
と
継
承

◇
阿
仁
マ
タ
ギ
狩
猟
用
具
の
利
活
用
方
法
の
検
討
と
文
化
の
発
信

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
早
期
登
録
を
推
進

◇
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
種
大
会
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
充
実

◇
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
支
援

◇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定

■
総
務
・
企
画
・
財
政
な
ど

■
農
林
業

■
観
光
・
商
工
業

■
生
活
環
境
・
防
犯
・
消
防
な
ど

■
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
上
下
水
道

■
福
祉

■
保
健
・
医
療

■
小
中
学
校
・
幼
稚
園

■
生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動

■
ス
ポ
ー
ツ
関
係

▲

平成25年度施政方針

　
長
引
く
地
域
経
済
の
低
迷
と
人
口
減
少
等
に
よ
り
市
の
税
収
が
年
々
減
少
し
、
併
せ
て
地
方
交
付
税
の

合
併
特
例
期
間
の
終
了
が
迫
り
、
市
の
財
政
状
況
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
行

政
評
価
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
が
４
者
合
意
の
目
標
最
終
年
度
と
な
っ
て
い
た
秋
田
内
陸
線
は
、
目
標
の
赤
字
２
億
円
以
内
を

達
成
の
見
込
み
で
す
が
、
経
営
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
県
と
の
協
働
事
業
で
あ
る
「
ま
る
ご
と
森
吉
山

観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、森
吉
山
観
光
の
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
や
、今
年
度
開
催
の
「
秋

田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、「
国
民
文
化
祭
プ
レ
事
業
」
な
ど
を
活
用
し
て
誘
客
を
図
る

な
ど
、
安
定
経
営
に
向
け
た
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
か
ら
鷹
ノ
巣
駅
前
商
店
街
等
を
拠
点
と
し
て
、ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ゼ
ロ
ダ
テ
が
活
動
し
て
お
り
、

地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
鷹
ノ
巣
駅
前
や
根
子
集
落
な
ど
で

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
な
ど
に
よ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
新
た

な
魅
力
発
掘
や
若
い
力
を
活
か
し
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め
と
し
た
賑
わ
い
の
創
出
や
交
流
等
を
通
じ
、

地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

　
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
『「
自
然
」「
ひ
と
」

が
調
和
し
活
気
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
交
流
都
市
』
の
実
現
に
向
け
て
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
項
目
別
の
主
な
施
策
と
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
と
の
協
働
事
業
で
、
森
吉
山

阿
仁
ス
キ
ー
場
エ
リ
ア
を
、
い

つ
で
も
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽

し
め
る
観
光
施
設
と
し
て
整
備

▲

熊
牧
場
に
は
、
八
幡
平
の
ヒ
グ

マ
を
受
け
入
れ
る
新
た
な
施
設

が
11
月
中
に
完
成
す
る
予
定

平
成
25
年
度 

施
政
方
針
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６月定例議会行政報告（その１） ６月定例議会行政報告（その１）

　
平
成
25
年
6
月
定
例
議
会
は
、
6
月
18
日
に
開
会
、
28
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
施
政
方
針
と
行
政
報
告
、
上
程
さ

れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
20
日
、
21
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。24
日
か
ら
は
、各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、

28
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

６
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

  

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手

県
山
田
町
を
引
き
続
き
支
援
す
る
た
め
、

５
月
１
日
よ
り
職
員
の
長
期
派
遣
を
行
っ

て
い
ま
す
。
期
間
は
８
月
末
ま
で
の
４
か

月
間
で
、
さ
ら
に
９
月
か
ら
12
月
末
ま
で

の
４
か
月
間
は
別
の
職
員
を
派
遣
す
る
予

定
で
す
。

　
５
月
20
日
に
消
防
本
部
と
合
同
で
、
鷹

巣
中
学
校
を
会
場
に
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
生
徒
の
避
難
誘
導
訓
練
、
教
職

員
と
胡
桃
館
自
治
会
員
の
連
携
に
よ
る
要

救
助
者
の
救
出
訓
練
、
初
期
消
火
、
応
急

救
護
訓
練
を
行
い
災
害
発
生
時
の
初
動
対

応
、
救
助
救
急
活
動
、
情
報
収
集
活
動
等

各
々
の
役
割
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
は
、６
月
１
日
と
４
日
の「
特

設
人
権
相
談
所
」
の
設
置
や
６
月
２
日
の

ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
会
場
で

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
５

月
31
日
か
ら
市
内
12
校
の
小
中
学
校
で

「
人
権
の
花
運
動
」
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
に
よ
っ
て
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学

卒
一
般
行
政
職
に
つ
い
て
６
月
12
日
か
ら

６
月
28
日
ま
で
受
験
申
込
み
を
受
付
け
し
、

第
１
次
試
験
は
７
月
28
日
に
ノ
ー
ス
ア
ジ

ア
大
学
で
実
施
し
ま
す
。
高
校
卒
一
般
行

政
職
、消
防
吏
員
等
の
試
験
も
、順
次
行
っ

て
い
き
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
第
29
回
国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委

員
会
総
会
を
４
月
17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
北
秋
田
市
生
涯
学
習
交
流
施

設
設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
に
係
る

選
定
委
員
会
を
５
月
７
日
に
開
催
し
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
者
の
公
募
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
市
の
意
見
交
換

会
を
５
月
29
日
に
開
催
し
、
観
光
振
興
や

農
業
振
興
、
道
路
整
備
な
ど
、
行
政
課
題

の
解
決
に
向
け
た
意
見
の
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
駅
東
西
連
絡
通
路「
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
」

を
会
場
に
し
た
「
秋
田
が
ん
ば
ろ
う
市
」

や
角
館
桜
祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

内
陸
線
の
Ｐ
Ｒ
と
関
連
グ
ッ
ズ
販
売
を
勢

力
的
に
行
い
ま
し
た
。　

　
「
２
０
１
３
の
り
も
の
ま
つ
り
」
が
５

月
18
日
と
19
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
、
３

６
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
で
内
陸
線
や

阿
仁
合
駅
前
広
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

   

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
25
年
２
月
１
日
か
ら
５
月
28
日
ま

で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
51
件
、
契
約
額
は
15
億
３
２
６
６

万
７
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
25
年
度
の
当
初
課
税
状
況
は
、
軽

自
動
車
税
が
課
税
台
数
1
万
６
１
０
９
台

で
課
税
額
は
７
４
９
４
万
２
千
円
。
固
定

資
産
税
は
、
納
税
義
務
者
数
が
１
万
６
６

４
９
人
、
課
税
額
は
15
億
２
０
２
６
万
４

千
円
で
す
。　

   

市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
４
月
に
実
施

し
、
約
６
０
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

焼
却
施
設
更
新
に
係
る
地
元
住
民
説
明
会

を
延
べ
４
日
間
、
６
自
治
会
で
開
催
し
、

計
画
へ
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
ま
た
、
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
春

の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
市
民
課

　
今
年
も
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
市
民
課
窓
口
を
土
日
５
日
間
開
設
し

ま
し
た
。利
用
状
況
は
、住
民
票
関
係
17
件
、

戸
籍
関
係
７
件
、
印
鑑
証
明
関
係
10
件
、

届
出
関
係
16
件
、
市
税
関
係
３
件
、
そ
の

他
13
件
の
計
66
件
で
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
の
４
月
１
日
現
在
の
加

入
世
帯
数
は
５
８
０
７
世
帯
で
、
被
保
険

者
数
は
９
２
４
６
人
、
そ
の
内
前
期
高
齢

者
は
４
０
８
４
人
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
４
月
１
日
現

在
の
被
保
険
者
数
は
７
９
９
１
人
、
そ
の

内
若
年
障
害
者
認
定
数
は
２
２
０
人
で
す
。

   

健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
市
の
単
独
事
業
「
ひ
と
り
親
家
庭
就
学

祝
金
」
は
、
小
学
校
及
び
中
学
校
へ
の
入

学
時
の
経
済
支
援
と
し
て
、
本
年
度
は
小

学
生
17
人
（
前
年
比
４
人
減
）、
中
学
生

39
人
（
同
５
人
減
）
の
児
童
生
徒
に
１
人

当
た
り
１
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
自
立
支
援

給
付
の
利
用
者
は
、
４
月
１
日
現
在
で
介

護
給
付
が
３
２
９
人
（
前
年
比
３
人
増
）、

訓
練
等
給
付
が
１
１
２
人（
同
増
減
な
し
）

で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
数
で
す
。

　
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
障
害
児
通
所
給

付
費
の
利
用
者
は
20
人（
前
年
比
３
人
増
）、

ま
た
自
立
支
援
医
療
の
更
生
医
療
が
61
人

（
同
５
人
増
）、
育
成
医
療
５
人
（
同
２
人

減
）、
精
神
通
院
医
療
５
５
６
人
（
同
21

人
増
）
で
す
。

　

　
平
成
24
年
10
月
24
日
に
設
置
し
た
「
北

秋
田
市
保
育
園
等
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」

は
、
６
回
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

か
ら
将
来
を
見
据
え
た
貴
重
な
提
言
が
な

さ
れ
、
５
月
27
日
に
「
北
秋
田
市
保
育
園

等
の
在
り
方
に
関
す
る
提
言
書
」
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
児
童
手
当
は
６
月
定
期
支
払
対
象
世
帯

が
１
７
２
７
世
帯
と
な
り
、
６
月
５
日
に

支
払
い
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
の
４
月
１
日
の
入
所
状
況
は
、

公
立
７
保
育
園
と
私
立
４
保
育
園
に
８
４

５
人（
前
年
比
14
人
減
）の
園
児
が
入
所
し
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
各
種
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
さ
え
」

の
相
談
支
援
事
業
は
、
年
間
延
べ
利
用
者

９
８
９
３
人（
前
年
比
５
６
１
８
人
増
）で
、

施
設
が
市
民
に
広
く
理
解
さ
れ
、
障
が
い

者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
人
工
透
析
通
院
費
助
成
事
業
は
、
要
綱

改
正
を
行
い
助
成
制
度
基
準
の
緩
和
を

図
っ
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
が
前
年
度
よ
り

13
人
増
の
24
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
平
成
24

年
度
実
績
は
、
高
齢
者
障
害
者
等
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
利
用
登
録
者
数
が
４

４
６
人
（
前
年
比
26
人
減
）
で
、
延
べ
利

用
回
数
は
４
５
０
９
回
で
す
。
食
の
自
立

支
援
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
利
用
登
録
者
数
が

２
２
７
人
（
前
年
比
７
人
減
）
で
、
延
べ

利
用
食
数
は
２
万
８
２
０
５
食
を
提
供
し

ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
介
護
慰
労
金
は
、

登
録
人
員
が
２
６
１
人（
前
年
比
49
人
増
）

で
、
在
宅
で
の
介
護
者
に
慰
労
金
と
し
て

交
付
し
ま
し
た
。

　
福
祉
の
雪
事
業
の
登
録
者
数
は
１
４
４

８
人
（
前
年
比
85
人
増
）
で
、
延
べ
利
用

回
数
は
１
万
４
７
９
６
回
と
な
り
過
去
最

高
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

昨
年
６
月
に
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
、

社
会
福
祉
法
人
芳
徳
会
が
建
設
を
進
め
て

い
ま
し
た
地
域
密
着
型
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
事
業
所
（
認
知
症
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）「
あ
ん
ど
」
が
３
月
18
日
に
竣

工
し
、
４
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
平
成
24
年

度
の
総
合
相
談
件
数
は
延
べ
６
８
４
件

（
来
所
１
２
８
件
・
電
話
３
１
１
件
・
訪

問
２
４
５
件
）
で
、
そ
の
内
、
権
利
擁
護

に
関
す
る
相
談
は
１
１
４
件
と
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
事
業
は
、
出
前

介
護
予
防
講
座
等
に
よ
り
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
の
家
は
、
継
続
運
営
に
は
課

題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
建
物
の
所
有
者
で

あ
る
秋
田
県
と
協
議
を
行
い
、
そ
の
利
活

用
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
今
年
の
９
月
を
め
ど
に
今
後
の
方

向
性
を
検
討
し
ま
す
。

■
医
療
推
進
課

　
北
秋
田
市
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
を
３
月
26
日
に
開
催
し
、
困
難

事
例
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会
が
５
月
20

日
に
開
催
さ
れ
、
市
民
か
ら
の
要
望
へ
の

対
応
や
運
営
に
係
る
今
後
の
検
討
事
項
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

■
健
康
推
進
課

　
成
人
検
診
事
業
は
、
集
団
検
診
方
式
、

個
別
医
療
機
関
方
式
、
ド
ッ
ク
（
国
保
・

長
寿
）
方
式
で
実
施
し
、
並
行
し
て
各
種

が
ん
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
事
業
は
、
栄
養
教
室
、
口
腔

機
能
向
上
教
室
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、

運
動
教
室
の
各
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、今
年
度
新
規
に「
幸

せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
と
し
て

不
妊
症
不
育
症
の
治
療
費
助
成
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

▲佐藤修助委員長から「保育園等の在り
方に関する提言書」を受ける津谷市長

▲高齢者が要介護・要支援状態にならな
いよう実施している介護予防事業

▲鷹巣東小学校で行われた人権の花運動
の植栽
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６
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(2)

　  
産
業
部
関
係　

■
農
林
課

　
稲
作
は
、
遅
い
雪
解
け
と
４
月
中
旬
か

ら
の
低
温
に
よ
り
田
植
え
作
業
が
平
年
よ

り
５
日
か
ら
７
日
の
遅
れ
で
最
盛
期
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
生
育
の
遅
れ
が
心
配

さ
れ
ま
す
の
で
、Ｊ
Ａ
を
始
め
と
す
る
農

業
指
導
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て

水
管
理
等
の
適
正
指
導
を
啓
発
し
て
い
き

ま
す
。

　
畑
作
は
、
山
の
芋
は
平
年
並
み
で
作
業

が
終
了
し
ま
し
た
が
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

は
、
春
の
低
温
の
影
響
で
４
日
か
ら
５
日

の
遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
の
主

に
草
刈
り
や
泥
上
げ
等
に
支
援
す
る
共
同

活
動
支
援
交
付
金
は
、
79
組
織
が
活
動
に

取
り
組
み
、
交
付
金
額
は
１
億
８
０
１
万

７
千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
施
設
の
長

寿
命
化
に
対
し
て
支
援
す
る
向
上
活
動
支

援
交
付
金
は
、
21
組
織
が
実
施
す
る
予
定

で
、
事
業
費
は
３
分
の
１
の
自
己
負
担
を

含
め
４
６
７
７
万
２
千
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業
は
、

今
年
度
は
18
地
区
で
面
積
１
０
６
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
実
施
見
込
み
で
、
事
業
費
は

２
１
９
９
万
８
千
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
緊
急
雇
用
創
出
等
臨
時
対
策
基
金
事
業

関
係
は
、
県
の
基
金
事
業
を
活
用
し
６
事

業
19
人
を
新
規
に
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　　
５
月
１
日
に
森
吉
山
麓
村
興
し
会
主
催

に
よ
る
「
第
２
回
Ｂ
Ｍ（
バ
タ
ー
餅
）–
１

グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
カ
ル
部
門
と
ア

レ
ン
ジ
部
門
に
20
の
団
体
・
個
人
か
ら
36

品
目
が
出
品
さ
れ
、
自
慢
の
味
を
競
い
合

い
ま
し
た
。　

　
昨
年
度
の
提
案
公
募
型
特
産
品
活
性
化

推
進
事
業
で
認
定
し
た
、
商
品
の
成
果
品

報
告
会
を
５
月
27
日
、
中
央
公
民
館
で
開

催
し
、
完
成
し
た
商
品
の
試
食
や
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
４
月
27
日
に
マ
タ
ギ
の
里
熊
牧
場
が

オ
ー
プ
ン
し
、
地
元
保
育
園
児
や
多
く
の

家
族
連
れ
が
来
場
し
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
鷹
巣
中
央
公
園
桜
ま
つ
り
は
、
期
間
中

天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
延
べ

約
３
０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
で
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
春
山
営
業
を
行

い
、
期
間
中
は
昨
年
よ
り
多
い
１
１
８
９

人
の
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
客
が
詰
め

か
け
ま
し
た
。　

　
５
月
21
日
に
、
あ
き
た
未
来
づ
く
り
本

部
会
議
が
県
正
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

北
秋
田
市
の
「
ま
る
ご
と
森
吉
山
観
光
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
吉
山
山
開
き
」
は
、
森
吉
側
が
５

月
３
日
、
阿
仁
側
が
６
月
８
日
に
、
ま
た
、

「
竜
ヶ
森
山
開
き
」
が
６
月
１
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
残
雪
が
非
常
に
多
く
、

山
登
り
を
断
念
し
た
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
一
年
の
無
事
故
と
安
全
登
山
を
祈
願

し
ま
し
た
。

  

建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
北
秋
田
市
日
沿
道
・
あ
き
た
北
空
港
〜

二
ツ
井
白
神
間
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の

平
成
25
年
度
総
会
が
６
月
７
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
国
、
県
へ
の
要
望

活
動
や
、
産
業
祭
等
の
市
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
の
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
早
期
完
成

に
向
け
た
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

５
月
末
で
補
助
金
交
付
決
定
数
１
１
４
件
、

交
付
決
定
額
１
４
６
６
万
８
千
円
で
す
。

■
建
設
課

　
道
路
工
事
関
係
は
、排
水
維
持
工
事（
阿

仁
前
田
停
車
場
線
）、
交
通
安
全
施
設
工

事
（
道
城
線
）、
道
路
新
設
改
良
工
事
（
綴

子
家
の
下
線
）、
用
地
測
量
委
託
（
七
日

市
〜
松
沢
線
、
川
井
神
社
線
）、
測
量
設

計
委
託
（
掛
泥
新
墓
地
線
、
高
村
岱
４
号

線
）
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
は
、
橋
梁

補
修
工
事
（
な
か
の
又
橋
、
奥
見
内
橋
）

を
発
注
し
ま
し
た
。

　
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
は
、
道
路
災

害
復
旧
工
事
（
十
二
ノ
沢
線
、
荒
瀬
上
小

阿
仁
線
、ブ
ナ
森
線
、大
印
ノ
ロ
川
線
１
号
、

大
印
ノ
ロ
川
線
２
号
、
幸
屋
線
、
大
野
台

中
央
線
）
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
課

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
中
央
配
水
池
・
大

野
岱
配
水
池
漏
水
修
繕
工
事
、
東
地
区
配

水
管
布
設
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
の

坊
沢
字
上
野
の
一
部
、
坊
沢
字
下
タ
上
野

の
一
部
、
綴
子
字
田
中
下
モ
の
一
部
、
綴

子
字
田
中
家
前
の
一
部
及
び
脇
神
字
平
崎

川
戸
沼
の
一
部
12
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
４

月
１
日
に
、
綴
子
字
中
堤
の
一
部
、
綴
子

字
田
中
の
一
部
、
脇
神
字
平
崎
川
戸
沼
の

一
部
、
脇
神
字
平
崎
上
岱
の
一
部
及
び
脇

神
字
平
崎
の
一
部
４
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

５
月
１
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
供
用
開
始
し
ま

し
た
。

　  

消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
平
成
25
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の
火
災

発
生
は
３
件（
昨
年
同
期
比
３
件
減
）で
、

建
物
火
災
２
件
、
車
両
火
災
１
件
で
す
。

建
物
火
災
で
は
、
住
家
の
半
焼
１
棟
、
部

分
焼
１
棟
で
す
。

　
救
急
出
動
は
５
２
８
件
で
昨
年
同
期
比

23
件
の
減
で
す
。
内
訳
は
急
病
３
６
４
件
、

一
般
負
傷
66
件
、
転
院
搬
送
54
件
、
交
通

事
故
23
件
な
ど
で
４
９
１
人
を
搬
送
し
ま

し
た
。
ま
た
救
助
出
場
は
11
件
で
、
そ
の

内
救
助
活
動
で
５
人
を
救
出
し
ま
し
た
。

■
非
常
備
消
防

　
春
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

４
月
14
日
に
各
分
団
の
全
ポ
ン
プ
に
よ
る

一
斉
放
水
訓
練
及
び
機
械
器
具
の
点
検
、

指
揮
命
令
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

  

教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
米
内

沢
小
学
校
建
設
事
業
は
、
旧
校
舎
解
体
工

事
が
５
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

外
構
工
事
と
倉
庫
の
建
設
工
事
を
行
い
、

事
業
の
全
て
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
合
川
小
学
校
の
建
設
事
業
は
平
成
27
年

度
の
開
校
を
目
指
し
用
地
造
成
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
後
校
舎
の
一
部
建
設
に

も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
た
か
の
す
幼
稚
園
は
、
今
年
度
は
５
歳

児
の
４
人
の
み
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
と
協

議
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
５
月
１
日
現
在
の
児
童
生
徒
数
は
、
小

学
校
１
３
１
５
人
（
13
校
）、
中
学
校
８

４
６
人
（
５
校
）
で
、
学
級
数
は
小
学
校

が
98
、
中
学
校
が
39
で
す
。

　
４
月
24
日
に
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
が
行
わ
れ
、
各
小
学
校
の
６
年
生
と

各
中
学
校
の
３
年
生
が
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
試
す
問
題
に
挑
み
ま
し
た
。　

　
４
月
20
日
と
21
日
に
行
わ
れ
た
中
学
校

大
北
春
季
総
合
体
育
大
会
で
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
、
柔
道
男
子
団
体
、
陸
上
女

子
と
陸
上
男
女
総
合
で
鷹
巣
中
が
、
野
球

と
バ
ス
ケ
ッ
ト
女
子
で
合
川
中
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
男
・
女
団
体
で
森
吉
中
が
優
勝
す

る
な
ど
、
市
内
の
中
学
校
の
活
躍
が
光
り

ま
し
た
。

　
各
小
・
中
学
校
の
運
動
会
・
体
育
大
会

は
５
月
11
日
を
皮
切
り
に
行
わ
れ
、
家
族

や
地
域
の
方
々
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
躍
動
す
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　
高
齢
者
大
学
の
受
講
生
は
、
高
鷹
大
学

２
２
８
人
、
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
75
人
、

森
吉
大
学
93
人
、
阿
仁
生
き
活
き
大
学
51

人
の
計
４
４
７
人
で
す
。

　
各
公
民
館
の
定
期
講
座
は
、
中
央
公
民

館
10
講
座
、
合
川
公
民
館
５
講
座
、
森
吉

公
民
館
５
講
座
、
阿
仁
公
民
館
７
講
座
、

鷹
巣
６
地
区
の
公
民
館
12
講
座
、
計
39
の

定
期
講
座
を
開
設
し
、
学
習
の
場
の
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
内

13
か
所
で
５
３
２
人
の
学
童
保
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
学
校
教
育
の
支
援
を
行
う

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
は
、
市
内
10
校

（
う
ち
単
独
実
施
２
校
）
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
51
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋

田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
４
月
20
日
に
開

催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
１
５
８

人
が
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
市

民
プ
ー
ル
の
平
成
24
年
度
の
利
用
者
は
、

プ
ー
ル
２
万
９
３
３
２
人
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
１
万
５
９
３
４
人
の
合
わ
せ
て

４
万
５
２
６
６
人
で
す
。

　
同
じ
く
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
る
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
の
平
成
24
年

度
の
利
用
者
は
９
１
１
２
人
で
す
。

▲「ＢＭ－１グランプリ」でバター餅を吟味
する一般審査員

▲森吉山阿仁側コースの山開きでは、登
山道の清掃も行いました。

▲上杉農村運動公園で行われた合川地区の一
斉放水訓練

▲児童がのびのびと遊競技を繰り広げた鷹巣
小学校の運動会
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第23回参議院議員通常選挙

今
で
し
ょ
う 

日
本
を
変
え
る 

一
票
を

今
で
し
ょ
う 

日
本
を
変
え
る 

一
票
を

今
で
し
ょ
う 

日
本
を
変
え
る 

一
票
を

今
で
し
ょ
う 

日
本
を
変
え
る 

一
票
を

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
７
月

４
日
に
公
示
さ
れ
、
７
月
21
日
に
投
開
票
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
国
政
選
挙
は
、
わ
が
国
の
未
来
を
託
す
代

表
者
を
選
ぶ
大
切
な
も
の
で
、
今
回
は
、
秋

田
県
選
出
議
員
選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
の
２
種
類
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
比
例
代
表
に
つ
い
て
は
、
候
補

者
の
個
人
名
か
政
党
名
の
ど
ち
ら
か
を
記
入

す
る
投
票
方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。
候
補
者

や
政
党
の
公
約
な
ど
を
よ
く
検
討
の
う
え
、

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。　

２１
（日）

投票日は

②比例代表選出議員の投票

投
票
箱

○本○郎 ○△党

候補者名 政党名

または
を書いて
投票

①秋田県選出議員の投票

候補者名 を書いて
投票

○本○郎投
票
箱

投票は２種類行います

※期日前投票をされる方は、事前に
入場券裏面の枠内に必要事項を記入
しご来場ください

各欄に記入

いずれかを○で囲むいずれかを○で囲む

　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ

忘れずに投票しよう！

期日前投票をする場合は必ず事前に記入期日前投票をする場合は必ず事前に記入

投票所入場券（裏面）

７

■
投
票
で
き
る
方

　
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、
次
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

　
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
５
年
７
月
22
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

②
平
成
25
年
４
月
３
日
以
前
か
ら
北
秋
田

市
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
平
成
25
年
４
月
４
日
以
降
に
北
秋
田
市

に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
は
、
転
入
前
の

市
町
村
で
投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
北
秋
田
市
に
住
民
票
を
置
い
た

ま
ま
で
修
学
の
た
め
北
秋
田
市
を
離
れ
修

学
先
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る
学
生
の

方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
投
票
所

　
投
票
は
市
内
38
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
の
選
挙
で
も
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が

１
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
、
午
後
７
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。

※
次
の
投
票
区
で
は
さ
ら
に
１
時
間
繰
り

上
げ
、
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
鷹
巣
地
区　
田
子
ヶ
沢
、
葛
黒

▼
合
川
地
区　
摩
当
、
鎌
沢

▼
森
吉
地
区　
浦
田
、
前
田
、
巻
渕

▼
阿
仁
地
区　
吉
田
、
銀
山
水
無
、
荒
瀬
、

伏
影
、
根
子
、
比
立
内
、
中
村

■
投
票
所
の
変
更
が
あ
り
ま
す

　
今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
区
の
再
編
統
合

が
実
施
さ
れ
投
票
所
の
場
所
が
変
更
に
な

る
地
区
が
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
一
覧

（
Ｐ
10
・
11
）
で
ご
確
認
の
う
え
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
投
票
の
種
類

▽
投
票
は
２
種
類
行
い
ま
す
。

【
参
議
院
秋
田
県
選
出
議
員
選
挙
】

　
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
】

　
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
候
補
者
の
氏

名
か
、
名
簿
を
届
け
出
て
い
る
政
党
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
日
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
期
日

前
投
票
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

▽
期
日
前
投
票

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
で
投
票
日

に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
「
期

日
前
投
票
」
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
票
す
る
日
に
満
20
歳
に
達
し

て
い
な
い
方
は
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

確
認
さ
れ
る
場
合
は
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
前
投
票
の
期
間
・
場
所

　
平
成
25
年
７
月
５
日（
金
）か
ら

　
平
成
25
年
７
月
20
日（
土
）ま
で

※
前
田
公
民
館
の
期
日
前
投
票
は
７
月
11

日（
木
）か
ら
７
月
20
日（
土
）ま
で
で
す

○
北
秋
田
市
役
所
本
庁
３
階
第
３
会
議
室

＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

○
合
川
、
森
吉
、
阿
仁
の
各
庁
舎
及
び
前

田
公
民
館

＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
不
在
者
投
票

　
仕
事
や
旅
行
、
住
所
移
転
等
で
選
挙
期

間
中
に
北
秋
田
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
出
向
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在

者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
連
絡
先
等

を
記
入
の
う
え
、
封
書
で
当
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
用
紙
の
郵
送
手
続
き
に
日
数

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
請
求
は
早
め
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た

病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
の
病
院
・
施
設
で
投
票
が
で
き

ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
に
重
度
の

障
害
の
あ
る
方
や
、
介
護
保
険
証
に
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
「
郵
便
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
入
場
券
の
ご
確
認
を

　
投
票
所
入
場
券
は
発
送
済
み
で
す
が
、

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
投
票
の
際
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
票
会
場
は
鷹
巣
体
育
館

　
開
票
は
投
票
日
当
日
の
午
後
８
時
30
分

か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
駐
車
場

が
狭
い
た
め
、
車
で
の
ご
来
場
は
で
き
る

だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
☎
62‐

６
６
１
４

■
投
票
日
・
投
票
時
間

▽
投
票
日
／
７
月
21
日
（
日
）

▽
投
票
時
間
／
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

投票所入場券（表面）

投票所に注意投票所に注意

第23回参議院議員通常選挙

北秋田　太郎

中央公民館

男

２１
（日）
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第23回参議院議員通常選挙投票所一覧 第23回参議院議員通常選挙投票所一覧

　６月広報でもお知らせしましたが、投票区の再編により次のように投票所が変更になります。（今まで「旧
投票所」で投票された方は「新投票所」に変更となります）
　以前と変わらない方もおりますが、名簿登録投票区と違う投票所に行くと投票できません。事前に送付
いたします入場券の「投票所」の欄にご注意のうえ、お間違えのないようお願いします。

（お問い合わせ）北秋田市選挙管理委員会　☎62‐6614

第23回参議院議員通常選挙投票所一覧第23回参議院議員通常選挙投票所一覧米内沢駅前

浦 田

前 田

吉 田

銀 山 水 無 中央公民館

交流センター

舟場自治会館

サテライトステーションさかえ

糠沢集落会館

坊沢公民館

小森自治会館

葛黒林業センター

合川東小学校

北秋田市合川庁舎

木戸石児童館

李岱研修施設

摩当活性化施設  

鎌沢生活改善センター

森吉コミュニティセンター

鷹 巣 第 ２

鷹 巣 第 ３

南 鷹 巣

栄

糠 沢

坊 沢

小 森

葛 黒

上 杉

合 川 駅 前

木 戸 石

李 岱
※芹沢除く

摩 当
※芹沢含む

鎌 沢

米 内 沢

新投票区

○鷹巣第２、第３投票区　区割り図

今回の参議院議員選挙から投票所が変更となる方がおります
米内沢駅前自治会館

浦田交流センター

前田駅前自治会館

吉田自治会館

北秋田市阿仁庁舎

鷹 巣 第 １
綴 子
田 子 ケ 沢
田 中
緑 ケ 丘
今 泉
前 山
沢 口
七 日 市

投票区
金 沢
本 城
大 野 岱
巻 渕
荒 瀬
伏 影
根 子
比 立 内
中 村

投票区
鷹巣中央保育園
綴子基幹集落センター
田子ケ沢セリ集荷所
田中総合センター
緑ケ丘担い手センター
今泉交流センター
前山森林交流センター
沢口林業センター
七日市基幹集落センター

合川公民館金沢分館
本城コミュニティセンター
大沢会館
根森田コミュニティセンター
荒瀬地区コミュニティセンター
旧阿仁公民館伏影分館
根子児童館
農村環境改善センター 
中村地区コミュニティセンター 

旧 投 票 所 名 変 更 点

次項の区割り図を参照願います  
   
今まで南鷹巣交流センター、川口自治会館
で投票された方は変更になります
今まで栄生活改善センターで投票された方
は変更になります
今まで岩谷林業センターで投票された方は
変更になります
今まで黒沢生活改善センターで投票された
方は変更になります
今まで坊山交流センターで投票された方は
変更になります

今まで三ノ渡児童館、松沢集落会館で投票
された方は変更になります 

今まで道城児童館で投票された方は変更に
なります
今まで川井交流センターで投票された方は
変更になります
今まで増沢集会施設で投票された方は変更
になります

今まで新田目児童館、羽根山活性化施設、
東根田多目的集会施設で投票された方は変
更になります

今まで三里担い手センター、三木田多目的
集会施設で投票された方は変更になります
今まで杉山田集会施設で投票された方は変
更になります
今まで北秋田市森吉庁舎で投票された方は
変更になります

今までアグリハウスで投票された方は変更に
なります
今まで桂瀬自治会館で投票された方は変更に
なります

今まで前田保育園、新屋布コミュニティセン
ター、五味堀コミュニティセンターで投票さ
れた方は変更になります

今まで上小様集会所で投票された方は変更に
なります
今まで阿仁ふるさと文化センター、山村開発
センターで投票された方は変更になります

中央公民館
北秋田市保健センター
掛泥交流センター
南鷹巣交流センター
川口自治会館
栄生活改善センター
サテライトステーションさかえ
岩谷林業センター
糠沢集落会館
坊沢公民館
黒沢生活改善センター
坊山交流センター
小森自治会館
葛黒林業センター
三ノ渡児童館
松沢集落会館
道城児童館
合川東小学校
北秋田市合川庁舎
川井交流センター
木戸石児童館
増沢集会施設
李岱研修施設 
新田目児童館
羽根山活性化施設
東根田多目的集会施設
三里担い手センター
三木田多目的集会施設 
鎌沢生活改善センター 
杉山田集会施設 
森吉コミュニティセンター
北秋田市森吉庁舎

新 投 票 所 名

新投票区
米内沢駅前自治会館
アグリハウス
浦田交流センター
桂瀬自治会館
前田保育園
前田駅前自治会館
新屋布コミュニティセンター
五味堀コミュニティセンター
上小様集会所
吉田自治会館
阿仁ふるさと文化センター
山村開発センター

旧 投 票 所 名 変 更 点新 投 票 所 名

投 票 所 投 票 所
■次の投票区の方は以前と投票所が変わりません■

◎

新鷹巣第２

新鷹巣第３

前綱

東石ノ巻
南中家下

たかのす

◎

(393) (338)

(319)

(372)

(348)

(276)

(

(394)

三番綱

材木町
前綱（太田）

中綱 中綱（太田）

西石ノ巻

住吉町

東横町

市役所●

宮前町

旭町

伊勢町愛宕下

元町

上家下

帰道

西大柳岱本屋敷

東中岱

東上綱 下家下

西上綱

西中岱

小中岱

花園町

松葉町

綴子字柳中西屋敷
綴子字古関

掛泥向

（旧鷹巣第３）

鷹巣第１鷹巣第１

○北秋田警察署

○県立秋田北鷹高校

文化会館○ 交流センター交流センター

○北秋田
　地域振興局

　　○
いとくＳＣ

○鷹巣体育館
　（開票所）

 中央保育園 中央保育園 中央公民館中央公民館

保健センター
(1)

(308)

新鷹巣第２新鷹巣第２

新鷹巣第３新鷹巣第３

綴子字掛泥向 掛泥
◎

○イオン
　たかのすモール

太田

綴子字掛泥

鷹巣字下家下 鷹巣字西屋敷

鷹巣第１投票区は
変更ありません
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津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー 環境省オフセット・クレジット制度を利用／日本バター餅協会総会

▲災害時の相互協力やメガソーラー施設の
誘致などについて説明する津谷市長

▲ラッピングされた自分のイラストを見る
小学生

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
６
月
12

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
議
会
６
月
定

例
会
に
提
案
す
る
案
件
や
災
害
時
の
相
互

協
力
に
関
す
る
協
定
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施

設
の
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
に
提
案
す
る
予
算
に
つ
い
て
は

「
今
年
度
は
改
選
期
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
初
で
は
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
て
い

た
が
、
今
補
正
予
算
で
は
９
億
９
７
３
８

万
３
千
円
を
追
加
し
て
、
総
額
を
２
１
１

億
４
８
７
０
万
６
千
円
と
す
る
こ
と
と
し

た
」
と
報
告
。
ま
た
、
歳
出
の
主
な
も
の

を
挙
げ
、
そ
の
な
か
で
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
助
成
に
つ
い
て
「
市
の
重
点
事
項

と
し
て
掲
げ
て
い
る
『
生
み
育
て
や
す
い

子
育
て
環
境
の
整
備
』
を
進
め
る
た
め
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
安
心
し
て
子
供
を

産
ん
で
い
た
だ
く
た
め
実
施
す
る
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
の
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
に

つ
い
て
は
「
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
秋
田

銀
行
・
北
都
銀
行
・
秋
田
県
信
用
組
合
・

東
北
労
働
金
庫
・
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
・
Ｊ
Ａ
あ

き
た
北
央
の
計
６
つ
の
金
融
機
関
と
６
月

17
日
、
締
結
式
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、

各
金
融
機
関
が
所
有
す
る
施
設
を
避
難
・

物
資
集
積
場
所
と
し
て
提
供
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
支
援
物
資
や
情
報
の
提
供
な
ど

を
お
願
い
す
る
も
の
。
こ
れ
ま
で
郵
便
局

と
同
様
の
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回
を

も
っ
て
市
内
に
所
在
す
る
全
て
の
金
融
機

関
と
締
結
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
よ
り
安

全
・
安
心
の
確
保
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
種
苗
交
換
会
跡
地
へ
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
は
「
か

ね
て
よ
り
住
民
説
明
会
等
を
開
催
し
な
が

ら
進
め
て
き
た
が
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
土

地
の
賃
貸
借
契
約
が
進
み
、
関
連
業
者
に

よ
る
工
事
着
工
の
安
全
祈
願
祭
を
６
月
27

日
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

売
電
開

始
時
期
は
11
月
末
頃
と
伺
っ
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
冒
険
の
鍵
ク
ー
ン
（
村
田

君
子
代
表
）
に
よ
る
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
（
Ｊ
ー
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
制
度
を
利
用
し

た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
お
披
露
目
セ
レ
モ

ニ
ー
が
６
月
１
日
、
市
役
所
森
吉
庁
舎
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
、
日

常
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
で
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
各
自
が
削
減

す
る
努
力
を
し
、
そ
れ
で
も
や
む
を
得
ず

排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
植
林
や
森
林
保
護

な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
投

資
し
て
、相
殺（
オ
フ
セ
ッ
ト
）す
る
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
一
つ
で
、
環
境
省

の
認
定
基
準
を
満
た
す
信
頼
性
の
高
い
も

の
を
い
い
ま
す
。

　
冒
険
の
鍵
ク
ー
ン
は
、
日
本
郵
便
年
賀

寄
付
金
助
成
事
業
を
受
け
、
市
が
「
森
林

吸
収
事
業
〜
生
物
多
様
性
保
全
絶
滅
危
惧

種
ク
マ
ゲ
ラ
の
ふ
る
さ
と
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〜
」
で
整
備
し
た
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
う
ち
７
５
０
ト
ン
分
を
購
入
。

市
内
を
走
る
全
て
の
路
線
バ
ス
22
台
が
１

年
間
に
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
相
殺
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
小
学
５
年
生
が
描
い
た

ク
マ
や
ク
マ
ゲ
ラ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
自

然
を
題
材
に
し
た
１
４
８
枚
の
イ
ラ
ス
ト

を
市
内
で
運
行
す
る
２
台
の
路
線
バ
ス
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
、
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。　

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
市
や
日
本
郵
便
株

式
会
社
東
北
支
社
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た

小
学
生
な
ど
関
係
者
約
50
人
が
出
席
。
村

田
代
表
は
「
子
ど
も
た
ち
が
森
に
学
び
、

森
を
知
り
、
地
球
上
の
生
き
物
が
住
み
や

す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
大
変

必
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。
今
回
ラ
ッ
ピ

ン
グ
さ
れ
た
バ
ス
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、

地
球
環
境
を
家
族
の
話
題
に
し
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。　

　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
は
、
平
成
26
年
５
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
、
市
内
を
走
り
ま
す
。 　

日
本
バ
タ
ー
餅
協
会（
村
井
松
悦
会
長
）

の
平
成
25
年
度
の
総
会
が
６
月
７
日
、
会

員
な
ど
約
20
人
が
出
席
し
て
市
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
売
り
込
み
を
強
化
す
る

こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
村
井
会
長
が
「
我
が
郷
土
の

味
『
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
』
が
全
国
的
に

大
ブ
レ
イ
ク
し
た
。
ま
た
、
市
に
よ
る
商

標
登
録
や
バ
タ
ー
餅
の
里
宣
言
、
更
に
は

バ
タ
ー
餅
の
歌
や
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
バ
タ

も
っ
ち
な
ど
が
こ
の
人
気
を
後
押
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
お
や
つ
ラ

ン
キ
ン
グ
で
４
位
入
賞
を
果
た
し
、
全
国

の
百
貨
店
へ
も
進
出
す
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
波
及
効
果
は
か
な
り
の
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
一
過
性
の
も
の
と
し
て

終
わ
ら
せ
ず
、
今
後
も
市
の
特
産
品
と
し

て
末
永
く
愛
さ
れ
、
お
い
し
さ
を
全
国
に

発
信
し
、
バ
タ
ー
餅
の
全
国
制
覇
の
た
め

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
議
事
で
は
平
成
24
年
度
事
業
報
告
、
収

支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
25

年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
、
百
貨
店

や
物
産
展
に
お
け
る
協
会
の
手
数
料
、
商

標
使
用
停
止
に
関
す
る
規
定
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
事
業
で
は
、
バ
タ
ー
餅

マ
ッ
プ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
贈
答
用
に
使

用
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
の

ほ
か
、「
バ
タ
ー
餅
の
日
」の
制
定
、バ
タ
ー

餅
大
使
の
任
命
、
敬
老
会
の
参
加
者
へ

「
寿
命
が
延
び
る
バ
タ
ー
餅
」
の
贈
呈
が

新
た
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
は
、
今
年
の
春

か
ら
首
都
圏
の
百
貨
店
か
ら
の
出
店
オ

フ
ァ
ー
が
相
次
ぎ
、 

今
後
は
大
阪
の
百
貨

店
へ
も
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
バ
タ
ー
餅
製
造
に

係
る
衛
生
管
理
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
会

員
ら
は
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
病
因
物

質
の
種
類
や
販
売
す
る
際
の
保
存
方
法
、

施
設
の
衛
生
管
理
な
ど
、
夏
場
に
向
け
た

対
策
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

環
境
省
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
利
用

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
Ｐ
Ｒ

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

金
融
機
関
と
災
害
時
協
力
協
定
を
締
結

日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
総
会

お
い
し
さ
を
全
国
へ
発
信

▲総会後に行われた、バター餅製造に係る
衛生管理講習会

◇
5
月
16
日
〜
6
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

５
月
17
日（
金
）▽
第
１
６
２
回
東
北
市
長
会
総
会（
仙
台
市
）

20
日（
月
）▽
米
代
川
治
水
期
成
同
盟
会
ほ
か
合
同
総
会（
大
館
市
）▽
北
秋
田
市

民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会（
同
病
院
）

21
日（
火
）▽
秋
田
未
来
づ
く
り
本
部
会
議（
秋
田
市
）

22
日（
水
）▽
北
秋
田
職
業
訓
練
協
会
第
44
回
通
常
総
会（
中
央
公
民
館
）

23
日（
木
）▽
第
５
回
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト（
福
島
県
三
春
町
）

26
日（
日
）▽
東
京
圏
あ
に
会
第
27
回
総
会（
東
京
都
台
東
区
）

27
日（
月
）▽
北
秋
田
市
保
育
園
等
の
在
り
方
に
関
す
る
提
言
書
受
理（
本
庁
舎
）

▽
米
代
川
重
要
水
防
箇
所
合
同
巡
視（
今
泉
堤
防
）

28
日（
火
）▽
平
成
25
年
度
秋
田
県
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
総
会（
秋
田
市
）

▽
平
成
25
年
度
第
1
回
秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議（
秋
田
市
）

29
日（
水
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
の
意
見
交
換
会

（
本
庁
舎
）

30
日（
木
）▽
特
別
職
報
酬
等
審
議
会（
本
庁
舎
）▽
平
成
25
年
度
森
吉
山
野
生
鳥

獣
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
総
会（
四
季
美
館
）▽
北
秋
田
市
鷹
巣
自
治

会
長
会
連
絡
協
議
会
平
成
25
年
度
通
常
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

６
月
２
日（
日
）▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
水
防
訓
練（
米
代
川
河
川
敷
）▽
第
29
回
ふ

る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り（
駅
前
通
り
ほ
か
）

３
日（
月
）▽
秋
田
県
市
町
村
振
興
協
会
平
成
25
年
度
第
1
回
理
事
会（
秋
田
市
）

４
日（
火
）▽
東
北
国
道
協
議
会
要
望
活
動（
東
京
都
千
代
田
区
）▽
第
9
回
水
害

サ
ミ
ッ
ト（
東
京
都
千
代
田
区
）

５
日（
水
）▽
第
83
回
全
国
市
長
会
議
通
常
総
会（
東
京
都
千
代
田
区
）▽
全
国
市

長
会
議
に
際
す
る
外
務
大
臣
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン（
東
京
都
港
区
）

７
日（
金
）▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
日
沿
道
・
あ
き
た
北
空
港
〜
二
ツ
井
白
神

間
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

10
日（
月
）▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

11
日（
火
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
平
成
25
年
度
定
時
社
員
総
会（
秋
田
市
）

12
日（
水
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）
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第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
北
の
風
土
・
詩
作
の
旅

詩
の
小
径
〜
文
学
散
歩
」
が
６
月
９
日
、
県

立
北
欧
の
杜
公
園
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
、

参
加
者
が
自
作
詩
を
披
露
し
な
が
ら
自
然
と

文
化
に
触
れ
る
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
市
内
外
の
現
代
詩
愛
好
家
な

ど
24
人
が
参
加
。
北
欧
の
杜
公
園
で
は
、
参

加
者
一
人
一
人
が
作
品
に
込
め
た
思
い
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
後
、
ギ
タ
ー
演
奏
を

バ
ッ
ク
に
自
作
詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
元
合
川
町
長
で
詩
人
の
畠
山
義

郎
氏
の
詩
碑
と
浜
辺
の
歌
音
楽
館
を
訪
問
し
、

最
後
に
５
人
の
参
加
者
が
即
興
詩
を
披
露
。

参
加
者
は
、
メ
モ
を
と
っ
た
り
目
を
閉
じ
て

じ
っ
と
聞
き
入
っ
た
り
し
な
が
ら
創
作
意
欲

を
高
め
て
い
ま
し
た
。

▲ギター演奏に合わせて、自作詩を朗読す
る参加者

現代詩に触れる旅楽しむ ●第29回国民文化祭プレイベント

　
鷹
巣
女
性
史
研
究
会
（
中
嶋
喜
代
会
長
、

会
員
47
人
）
の
創
立
30
年
記
念
祝
賀
会
が
、

５
月
25
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
同

研
究
会
の
会
員
や
関
係
者
約
40
人
が
出
席
し

て
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
研
究
会
は
、
郷
土
の
女
性
史
を
学
習
及

び
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
59
年

に
発
足
。
研
究
の
成
果
を
後
世
に
残
そ
う
と
、

こ
れ
ま
で
「
鷹
巣
町
婦
人
会
史
」「
鷹
巣
の

風
土
に
生
き
る
」「
明
日
を
拓
（
ひ
ら
）
く
」

な
ど
の
本
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。 

　
祝
賀
会
で
は
、
長
き
に
わ
た
り
研
究
会
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
ほ
か
、
元
鷹
巣
町
長
の
出
川
禮
一
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
に
食
べ
る
と
さ
れ
た
伝
統
食
の

「
晴
食
」が
振
る
舞
わ
れ
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

▲約40人が出席し、これまでの足跡を振
り返りながら30年の節目を祝いました

女性の足跡を後世に ●鷹巣女性史研究会創立30年記念祝賀会

　
第
５
回
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
５

月
23
日
、
福
島
県
三
春
町
の
「
三
春
交
流
館

ま
ほ
ら
」で
開
か
れ
、基
調
講
演
や
活
動
報
告
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ダ
ム

湖
の
在
り
方
を
探
り
ま
し
た
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
国
土
交
通
省
が
東
北
で

直
轄
管
理
す
る
ダ
ム
を
、
観
光
や
学
習
な
ど

の
交
流
の
場
と
し
て
積
極
的
に
利
活
用
す
る

た
め
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
森
吉
山
ダ
ム
が
平
成
25
年
３
月
に
完
成
し

た
こ
と
を
受
け
、
津
谷
市
長
が
初
め
て
出
席
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
津
谷
市
長
は
、

森
吉
四
季
美
湖
で
開
催
さ
れ
た
夏
ま
つ
り
や

紅
葉
ま
つ
り
、
さ
ら
に
ダ
ム
広
報
館
で
喫
茶

店
を
運
営
し
て
い
る
根
森
田
生
産
組
合
の
活

動
等
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
在
抱
え
て
い
る

課
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

▲みちのくダム湖サミットでパネリストと
して発表する津谷市長

ダム湖の利活用促進策を探る ●第５回みちのくダム湖サミット

　
奥
森
吉
・
太
平
湖
の
湖
水
開
き
が
６
月
１

日
に
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客

が
遊
覧
船
に
乗
っ
て
新
緑
映
え
る
湖
の
景
色

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
運
航
に
先
立
ち
、
太
平
湖
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
で
行
わ
れ
た
神
事
で
は
、
遊
覧
船
を
運
航

す
る
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
株
式
会
社
（
鈴

木
謙
一
代
表
取
締
役
）
の
職
員
や
関
係
者
、

観
光
客
な
ど
約
20
人
が
参
加
し
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
観
光
客
は
第
１
便
の
「
森
吉
丸
」

に
乗
船
。
船
上
か
ら
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き

な
が
ら
、
新
緑
の
木
々
で
囲
ま
れ
た
湖
と
残

雪
広
が
る
森
吉
山
の
眺
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
遊
覧
船
は
、
10
月
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
ま
で

毎
日
７
便
が
運
航
さ
れ
、
観
光
客
を
秘
境
小

又
峡
へ
と
ご
案
内
し
ま
す
。

▲今シーズンの運航が始まった遊覧船「森
吉丸」から、周囲の景色を楽しむ

奥森吉に観光シーズン到来 ●太平湖湖水開き

　
第
27
回
東
京
圏
あ
に
会（
佐
藤
正
成
会
長
）

の
総
会
・
懇
親
会
が
５
月
26
日
、
東
京
都
台

東
区
の
「
オ
ー
ラ
ム
」
で
開
か
れ
、
会
員
や

阿
仁
地
区
か
ら
の
参
加
者
な
ど
、
約
１
８
０

人
が
集
い
、
ふ
る
さ
と
阿
仁
を
懐
か
し
む
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
馬
肉
の
煮
つ
け
な
ど
の
懐

か
し
い
味
を
堪
能
し
、
北
秋
田
市
ゆ
か
り
の

歌
手
に
よ
る
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
談
議
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
田
内
陸
線
の
紹
介
や
市
の
観
光

Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
会
場
内
の
特
産
品

販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
阿
仁
か
ら
直
送
さ
れ

た
採
れ
た
て
の
ミ
ズ
や
シ
ド
ケ
、
ア
イ
コ
等

が
並
べ
ら
れ
、
郷
土
の
味
を
求
め
る
会
員
た

ち
に
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

▲各テーブルでは、久しぶりの再会を喜び
合う光景が広がりました

ふるさと談議に花を咲かせて ●第27回東京圏あに会

　
昭
和
58
年
の
日
本
海
中
部
地
震
に
よ
る
津

波
で
犠
牲
に
な
っ
た
旧
合
川
南
小
学
校
児
童

13
人
の
30
回
目
と
な
る
慰
霊
祭
が
５
月
24
日
、

旧
合
川
南
小
学
校
の
殉
難
の
碑
前
で
行
わ
れ
、

合
川
小
学
校
（
三
浦
栄
一
校
長
、
児
童
数
66

人
）
の
全
校
児
童
と
教
職
員
ら
が
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
で
は
、
参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
し

た
後
、三
浦
校
長
が「
遥
か
な
未
来
に
向
か
っ

て
子
ど
も
た
ち
が
光
り
輝
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
慰
霊
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
年
生
の
伊
藤

那
穂
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
の
分
ま
で
勉
強
や
運

動
を
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
慰
霊
碑
に
話

し
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
児
童
の
代
表
ら
が
慰
霊
碑
に
献

花
し
、
教
訓
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

▲慰霊碑に献花し、改めて命の尊さをかみ
しめました

犠牲から30年、教訓を胸に刻む ●合川小学校慰霊祭

な  

ほ
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後期高齢者医療制度のお知らせ／ジェネリック医薬品の利用など 後期高齢者医療制度のお知らせ

　
今
ま
で
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
た
後
期
高
齢
者
医
療
の

「
保
険
証
」
が
新
し
く
な
り
、
７
月
下
旬
に
、
加
入
者
の

皆
様
全
員
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
の
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
８
月
１
日
以
降
は
、
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
保
険
証
は
、
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
、

自
己
負
担
割
合
が
１
割
の
方
と
３
割
の
方
が
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
る
方
は
納
税
相
談
の
上
、
窓
口
交
付
と

な
り
ま
す
。

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

保
険
証
の
詐
取
に
注
意

さ
し
ゅ

《今までお使いの保険証》

（有効期限）　
平成 25年７月31日まで
※８月１日以降は使用できません

（有効期限１年間）　
平成 25年８月１日から
平成 26年７月31日まで
※７月下旬にご自宅へ送付されます

《新しい保険証》

　
平
成
24
年
中
の
所
得
で
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

と
な
る
世
帯
の
方
は
、
入
院
時
の
食
事
代
と
１
ヶ
月
の
医

療
費
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
に
な
る
「
限
度
額
適
用

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
現
在
、
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
世
帯
員

全
員
が
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、

８
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
保
険
証
と
一
緒
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

送
付
さ
れ
た
方
は
、
新
し
い
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
24
年
中
の
所
得
で
、
世
帯
員
全
員
が
住
民

税
非
課
税
の
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
以
前
に
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
交
付
を
受

け
た
い
方
は
、
市
役
所
市
民
課
、
又
は
各
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
方
へ

　
他
県
に
お
い
て
、
広
域
連
合
や
市
町
村
職
員
に
な
り
す

ま
し
、
保
険
証
を
だ
ま
し
取
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
手
口
は
「
保
険
証
の
更
新
時
期
な
の
で
、
古
い

保
険
証
を
回
収
に
来
ま
し
た
。
新
し
い
保
険
証
は
後
日
郵

送
し
ま
す
」
と
説
明
し
、
だ
ま
し
取
る
と
い
う
も
の
で
す
。

だ
ま
し
取
ら
れ
た
保
険
証
は
、
身
分
証
明
書
と
し
て
悪
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

○
職
員
が
直
接
訪
問
し
、
古
い
保
険
証
を
回
収
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
も
し
、
不
審
な
訪
問
を
受
け
た
場
合
は
、
絶
対
に
そ
の

場
で
保
険
証
は
渡
さ
ず
、
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。◎

お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
国
保
年
金
係　

 　

 

☎
62‐

１
１
１
８

　
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー  

☎
78‐

２
１
１
２

　
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー  

☎
72‐

３
１
１
５

　
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー  

☎
82‐

２
１
１
２

　ジェネリック医薬品に切り替えることにより、自己負担額を５００円以上削減できると見込まれる方
に「ジェネリック医薬品に関するお知らせ」をお送りします。（７月、２月に送付予定）
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、最初に作られた薬（新薬：先発医薬品）の特許が切れてか
ら同等の有効成分を使って作られた安価な薬です。
　ジェネリック医薬品への切り替えにあたっては、主治医や薬剤師に十分にご相談ください。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）に関する差額通知について

　保険証を使って柔道整復（整骨院等）、はり・きゅう、マッサージなどの施術を受けられた方に「医
療費通知書」をお送りします。（６月、９月、12月、３月の４回送付予定）
　施術の日数や医療費などが記載されたもので、その内容についてお尋ねする場合がありますので、領
収書は大切に保管してください。

柔道整復、はり・きゅう、マッサージの医療費通知について

　
平
成
24
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
確
定
し
た
保
険
料
を
お

知
ら
せ
す
る
通
知
書
が
、
平
成
25
年
７
月
中
旬
、
皆
様
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
内
訳

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
65
歳
か
ら
74
歳
の
前
期
高
齢
者
で
障
が

い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　
今
回
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
に

つ
い
て
の
内
容
と
８
月
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
の

送
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

均
等
割
額
・
所
得
割
額
の
軽
減

　
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
の
方
に
適
用
さ
れ
る
保
険
料

の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
と
同
じ
割
合
で

継
続
さ
れ
ま
す
。

○均等割額の軽減割合

保
険
料
の
納
め
方

　
保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て
、
年
金

か
ら
の
天
引
き(

特
別
徴
収)

で
す
が
、
条
件

に
よ
り
窓
口
納
付
や
口
座
振
替(

普
通
徴
収)

に
よ
り
、
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
特
別
徴
収(

年
金
か
ら
の
天
引
き)

▼
対
象
と
な
る
方

　
年
金
の
受
給
額
が
18
万
円
以
上
の
方(

後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
と
介
護
保
険
料
と

の
合
計
が
、年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
場
合
を
除
く)

▼
納
め
方

　
年
６
回
の
年
金
受
給
時
に
年
金
受
給
額
か

ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

■
普
通
徴
収(

窓
口
納
付・口
座
振
替)

▼
対
象
と
な
る
方

①
年
金
の
受
給
額
が
18
万
円
以
下
の
方

②
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て

い
な
い
方　

③
年
金
の
受
給
額
が
18
万
円
以
上
の
方
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
額
と
介
護
保
険
料
と

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
方

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
原
則
と

し
て
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
問
い
合
わ
せ
先
の

窓
口
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

均等割額と所得割率
均等割額
所得割率

保険料の内訳

39,710円
8.07％

保険料 ＝ 均等割額 ＋ 所得割額
(所得×所得割率）

▼均等割額とは
　県内の加入者全員に等しく納めて
　いただく金額
▼所得割額とは
　加入者本人の所得に応じて納めて
　いただく金額

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
で
す

世帯主及び被保険者の総所得金額が
下記基準を超えない世帯 軽減割合 均等割額

基礎控除額（330,000 円）

被保険者全員の年金収入が 80万円
以下で、その他各所得がない

基礎控除額（330,000 円）＋350,000円
×被保険者の数 ２割

基礎控除額（330,000 円）＋245,000円
×被保険者の数
（世帯主である被保険者を除く）

５割

8.5割

９割

後期高齢者医療に加入する前日に、職場
の健康保険等の被扶養者であった方 ９割

5,956円

3,971円

3,971円

19,855円

31,768円

被保険者本人の総所得金額等 軽減割合
58 万円以下 ５割（年金収入のみの場合は、153 万円～ 211万円以下）

○所得割額の軽減割合
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ユニカール教室
～森吉総合スポーツセンター～

ユニカール教室
～森吉総合スポーツセンター～

長崎宏子さんの水泳教室
～北秋田市民プール～

長崎宏子さんの水泳教室
～北秋田市民プール～

レッツ！バター餅体操
～中央公民館～

レッツ！バター餅体操
～中央公民館～

チャレ
ンジデ

ー

2013
チャレ

ンジデ
ー

2013

８人制バレーボール教室
～鷹巣体育館～

８人制バレーボール教室
～鷹巣体育館～

くまげらウォーク
～森吉山ダム周辺～

くまげらウォーク
～森吉山ダム周辺～

ラージボール卓球教室
～森吉総合スポーツセンター～

ラージボール卓球教室
～森吉総合スポーツセンター～

　
第
29
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ

り（
和
田
テ
ヱ
子
実
行
委
員
長
）が
６
月
２

日
、 

鷹
ノ
巣
駅
前
・
銀
座
通
り
を
会
場
に

開
か
れ
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
物
に
大

勢
の
人
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、子
ど
も
た

ち
の
ダ
ン
ス
披
露
や
綴
子
下
町
大
太
鼓
保

存
会
の
獅
子
踊
り
、鷹
巣
す
ず
め
踊
り
、縄

文
踊
り
、仙
台
す
ず
め
踊
り
、本
城
奈
々
さ

ん
の
ラ
イ
ブ
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
餅
の
引
き
伸
ば
し
大
会
は
、約

2
0
0
人
の
参
加
者
が
東
西
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
1
・
5
升
の
餅
を
伸
ば
し
そ
の

長
さ
を
競
い
ま
し
た
。伸
ば
し
た
餅
は
、１

口
サ
イ
ズ
に
切
っ
て
あ
ん
こ
を
入
れ
、お

汁
粉
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、始
ま
っ
た
ふ

る
さ
と
踊
り
で
は
、綴
子
大
太
鼓
が
豪
快

な
音
を
響
か
せ
な
が
ら
先
導
し
、婦
人
会

や
金
融
機
関
な
ど
23
団
体
か
ら
参
加
し
た

踊
り
手
が
通
り
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　
着
物
姿
の
あ
で
や
か
な
踊
り
に
観
客
か

ら
は
手
拍
子
が
送
ら
れ
、最
後
は
会
場
中

央
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、こ
の
日
一
番

の
盛
り
上
が
り
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第
29
回  

ふ
る
さ
と
踊
り
と

　
　
　
　
　

餅
っ
こ
ま
つ
り

▲鷹巣ふるさと太鼓

▲餅の引き伸ばし大会

▲仙台すずめ踊りと鷹巣すずめ踊り

▲なおこバレエスタジオの
　　皆さんによるダンス

▲お店には餅だけでなく
　　様々な商品が並びました

　
こ
の
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
は
周
知
、
協
力
要
請
が
十
分
で
な
く
、
皆
さ
ん
を
が
っ
か
り

さ
せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
楽
し
み
な
が
ら
ご
参
加
い
た
だ
い

た
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
市
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
元
気
に
な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
取

り
組
ん
だ
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
、
皆
さ
ん
に
充
分
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
習
慣
が
根
付
き
、
地
域

や
市
全
体
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
今
後
と
も
推
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
北
秋
田
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
長　
津　
谷　
永　
光

　
５
月
29
日
に
行
わ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
３
で
は
、
北
秋

田
市
は
８
２
４
８
人
が
参
加
し
、参
加
率
は
22
・
９
％
で
し
た
。一
方
、

対
戦
相
手
の
佐
賀
県
神
埼
市
は
参
加
者
１
万
８
４
０
７
人
、
参
加
率

55
・
７
％
で
、
残
念
な
が
ら
大
差
で
敗
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

市
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
元
気
に
な
ろ
う

市
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
元
気
に
な
ろ
う

市
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
元
気
に
な
ろ
う
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平成25年度国民健康保険税について 平成25年度国民健康保険税について
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■
税
率
等
と
算
定
方
式

　
国
民
健
康
保
険
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
国
民
健
康
保
険

税
は
、
左
表
①
〜
③
項
目
の
３
方
式
で
算
定
し
、
１
年
間

の
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

■
軽
減
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
の
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

の
世
帯
主
、
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
前

年
の
合
算
所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。（
所
得
未
申
告
者

が
い
る
場
合
は
、
軽
減
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

　
平
成
25
年
４
月
２
日
以
降
に
加
入
し
た
世
帯
や
世
帯
主

の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
時
点
の
加
入
者
の

前
年
の
合
算
所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

※
青
色
専
従
者
給
与
額
又
は
事
業
専
従
者
控
除
額
は
、
そ

の
事
業
主
の
所
得
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

※
土
地
等
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
特
別
控
除
前
の
額

で
判
定
し
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
等
の
所
得
は
、
年
金
所
得

か
ら
15
万
円
を
控
除
し
た
額
で
判
定
し
ま
す
。

《
軽
減
割
合
に
つ
い
て
》

　
軽
減
割
合
は
、次
の
判
定
基
準
に
従
っ
て
７
割
・
５
割
・

２
割
と
な
り
、
軽
減
額
は
医
療
分
、
支
援
金
分
、
介
護
分

そ
れ
ぞ
れ
の
均
等
割
額
・
平
等
割
額
の
７
・
５
・
２
割
の

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
申
請
等
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
し
た
た
め
国
保
の
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
方

で
、
こ
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
の
月
以
降
５
年
を

経
過
す
る
ま
で
の
間
に
限
り
、
継
続
し
て
同
一
世
帯
に
属

し
て
い
る
方

《
非
自
発
的
失
業
者
へ
の
軽
減
制
度
》

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
っ

た
失
業
者
の
方
々
に
つ
い
て
、
新
し
い
軽
減
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給

資
格
者
及
び
特
定
理
由
離
職
者
の
方
に
つ
い
て
、
前
年
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
算
定
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
本
庁
、
各
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
の
国
民
健
康
保
険
の
窓
口
で
届
出
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
出
の
際
に
は
、
雇
用
保
険

の
受
給
者
資
格
証
と
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
減
免
制
度
に
つ
い
て

　
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
、
納
期

限
の
延
長
や
猶
予
を
行
っ
て
も
、
な
お
担
税
力
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
一
時
的
な
救
済
措
置
と
し
て
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
申
請
は
、
納
期
限
前
７
日
ま
で

に
申
請
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
等
の
災
害
に
よ
り
加
入
世
帯
の

所
有
す
る
財
産
に
多
大
な
損
失
を
被
っ
た
場
合

②
生
活
困
窮
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
又
は
こ

れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

③
失
業
、
疾
病
、
負
傷
等
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

所
得
が
皆
無
又
は
著
し
く
減
少
し
、
生
計
の
維
持
が
困
難

な
場
合

《
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
》

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

○
賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）
に
納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）

が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

○
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、
全
員
65
歳
以
上
75
歳

未
満
で
あ
る
こ
と

○
納
税
義
務
者
の
特
別
徴
収
と
な
る
年
金
受
給
額
が
18
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

○
納
税
義
務
者
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合

計
額
が
年
金
給
付
額
の
２
分
の
１
以
下
で
あ
る
こ
と

　
特
別
徴
収
初
年
度
の
方
は
、
開
始
が
10
月
か
ら
と
な
る

た
め
、
第
１
期
（
７
月
末
）、
第
２
期
（
８
月
末
）、
第
３

期
（
９
月
末
）
分
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
又
は
口
座
振
替
）

と
な
り
ま
す
。
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴

収
へ
の
納
付
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
申
し
出
に
よ
り
可
能
で
す
。

▼
特
別
徴
収
月
＝
４
月
･
６
月
･
８
月
･
10
月
･
12
月
･
２
月

　
平
成
25
年
度
の
４
月
・
６
月
・
８
月
の
仮
徴
収
額
は
、

平
成
25
年
２
月
の
年
金
天
引
き
額
と
同
額
で
す
。
仮
徴
収

は
、
７
月
に
決
定
す
る
年
税
額
に
か
か
わ
ら
ず
天
引
き
さ

れ
、
差
額
分
が
あ
る
場
合
は
そ
の
後
調
整
さ
れ
ま
す
。

■
納
税
義
務
者
と
納
付
方
法

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま

す
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
て
も
、
世
帯
の
ど
な
た
か
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、
世
帯
主
に
国
民
健
康
保
険
税
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。（
納
税
通
知
書
及
び
納
付
書
は
世
帯
主
に

交
付
し
ま
す
）

　
平
成
25
年
度
分
は
７
月
に
郵
送
し
ま
す
が
、
納
税
組
合

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各
納
税
組
合
を
通
じ
て
送
付

さ
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
分
は
納
税
組
合

扱
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
納
付
に
つ
い
て
は
、
近
く
の
金
融
機
関
や
市
役
所
（
本

庁
舎
、
分
庁
舎
及
び
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
）

の
会
計
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振

替
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各
納
期
限
の
日
に
届

出
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

　
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
普
通
徴
収
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
を
《
特
別
徴
収
》
と
言
い
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
の
納
期

７
割

５
割

２
割

（
世
帯
主
を
除
く
加
入
者
数
＋

世
帯
主
を
除
く
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

×
24
万
５
千
円
＋
33
万
円
以
下
の
場
合

（
加
入
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

×
35
万
円
＋
33
万
円
以
下
の
場
合

軽
減
判
定
基
準
額

軽
減
割
合

33
万
円
以
下
の
場
合

国保税の軽減

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、医
療
分
と

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分（
以
下

「
支
援
金
分
」と
い
う
）と
介
護
分

（
40
歳
か
ら
64
歳
の
加
入
者
が
い
る

世
帯
の
み
）を
合
算
し
た
も
の
が
課

税
さ
れ
ま
す
。本
年
度
の
税
率
等
は

上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

【
用
語
解
説
】

①
所
得
割
…
各
加
入
者
の
前
年
の

所
得
か
ら

33
万
円
を
差
し
引
い
た

後
の
税
率
を
適
用
し
て
計
算

②
均
等
割
…
加
入
者
数
に
応
じ
て

計
算

③
平
等
割
…
１
世
帯
に
い
く
ら
と

計
算

④
課
税
限
度
額
…
世
帯
に
課
税
さ

れ
る
年
税
額
の
上
限

※「
特
定
世
帯
」と
は
、国
民
健
康
保

険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
た
方
が
い
る
世
帯
の
う
ち
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
１

人
だ
け
の
世
帯（
５
年
間
限
定
）

※「
特
定
継
続
世
帯
」と
は
、
特
定

世
帯
に
該
当
し
て
５
年
経
過
後
、

さ
ら
に
３
年
間
の
軽
減
期
間
が
延

長
さ
れ
た
世
帯

③平等割 
①所得割 ②均等割

〈1人あたり〉 ④課税限度額

7.5％
1.7％
2.0％

20,000 円
2,000 円
6,000 円

20,000 円
2,000 円
5,000 円

10,000 円
1,000 円
5,000 円

医 療 分
支援金分
介 護 分

51 万円
14 万円
12万円

15,000 円
1,500 円
5,000 円

特定世帯以外 特定世帯 特定継続世帯区　分■
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
民
健
康
保
険
税

を
滞
納
す
る
と
、
一
旦
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
（
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
）

が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
が
困
難
な
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に
分

割
納
付
な
ど
の
納
税
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
国
保
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
、
一
度
手
続
き
を
す
る
と
翌
年
以
降
も

継
続
さ
れ
ま
す
。
納
期
ご
と
に
納
め
に
行
く
手
間
も
は
ぶ

け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
便
利
で
安
心
な

口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
は
、①
国
保
税
の
納
付
書
、②
預
金
通
帳
、

③
通
帳
届
出
印
を
お
持
ち
に
な
り
、市
指
定
金
融
機
関（
市

内
の
金
融
機
関
は
全
て
指
定
済
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

・国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
、納
付
に
関
す
る
こ
と

　
　
税
務
課
市
税
係（
課
税
）　  

☎
62‐
１
１
１
６

　
　
税
務
課
収
納
係（
収
納
）　  

☎
62‐
１
１
１
５

・
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

　
　
市
民
課
国
保
年
金
係（
本
庁
）☎
62‐
１
１
１
８

　
　
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー　
☎
78‐
２
１
１
２

　
　
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー　
☎
72‐
３
１
１
５

　
　
前
田
出
張
所　
　
　
　
　
　
☎
75‐
２
１
１
１

　
　
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー　
☎
82‐
２
１
１
２

　
　
大
阿
仁
出
張
所　
　
　
　
　
☎
84‐
２
３
１
１

第
５
期
＝
11
月
末

第
６
期
＝
12
月
25
日

第
７
期
＝
１
月
末

第
８
期
＝
２
月
末

第
１
期
＝
７
月
末

第
２
期
＝
８
月
末

第
３
期
＝
９
月
末

第
４
期
＝
10
月
末

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き

　
国
民
健
康
保
険
は
、
万
が
一
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
備
え
て
、
加
入
者
が
お
互
い
に
協

力
し
て
掛
金
（
国
民
健
康
保
険
税
）
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費

に
あ
て
る
相
互
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は
、
制
度
の
維
持
・
運
営
と

加
入
者
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

国保



学びの広場

社会教育委員表彰
～秋田県社会教育委員連絡協議会～

　６月７日、秋田県生涯学習センターで行われた秋
田県社会教育委員連絡協議会評議員会において、北
秋田市社会教育委員の藤嶋正人さん（坊沢）と蒲美
里子さん（阿仁銀山）が秋田県社会教育委員連絡協
議会表彰を受賞しました。
　藤嶋さんと蒲さんはともに、合併した平成17年
から社会教育委員を務め、地域の社会活動や社会教
育の推進に大きく貢献されました。特に、それぞれ
の活動をとおした豊富な知識と経験を活かしながら、
北秋田市社会教育中期計画の策定にご尽力されまし ▲秋田県社会教育委員連絡協議会表彰を受賞した

　藤嶋さん（右側）と蒲さん

た。今後ますますのご活躍を期待いたします。

みんな真剣！大切な人を助けたい
～救急講習会～

　合川公民館公開講座の「救急講習会」が５月29日に
開催され、19人が参加し生命と健康を守るための知識
と技術を学びました。
　この講習会は北秋田市消防本部の協力のもと、突然の
病気や災害にあったとき、慌てることなく応急手当の対
応ができるように、必要最低限の知識を身につけたいと
の思いから、参加者はみんな真剣に、講義や実技に取り
組み、正しい救命のテクニックを身につけました。
　参加者の一人は、「自宅の周辺には高齢者が多く、い
つどこでけがや病気に襲われるかわからない。いざとい ▲心肺蘇生法に取り組む参加者

うときのために、大変勉強になりました」と感想を述べ
ていました。

じ
ゅ

■
教
育
事
情
講
座

　
〜
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
フ
ェ
〜

　
秋
田
県
の
学
力
の
高
さ
の
秘
密
は
？

今
の
北
秋
田
市
の
教
育
事
情
を
探
り
ま
す
。

期
日　
７
月
30
日（
火
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
中
央
公
民
館

講
師　
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田　
純
氏

内
容　
「
秋
田
の
子
ど
も
の
学
力
Ⅰ
」　

　
　
　
　
秋
田
の
教
育
の
過
去
・
現
在

　
　
　
　
高
い
学
力
の
要
因

■「
今
か
ら
始
め
る
歴
史
倶
楽
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
動
講
座

日
時　
７
月
17
日（
水
）
９
時
〜
12
時

講
師　
照
内
捷
二
氏　
定
員
　
先
着
10
人

内
容
　
阿
仁
根
子
集
落
訪
問

※
８
時
50
分
ま
で
に
中
央
公
民
館
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
間　
７
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）

■
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

日
時　
７
月
16
日（
火
）
13
時
〜
15
時

場
所
　
大
阿
仁
公
民
館

講
師　
若
松
千
恵
氏

※

10
月
ま
で
不
定
期
開
催

■
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
座

期
日　
７
月
25
日（
木
）、
26
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
15
時

場
所
　
合
川
公
民
館

講
師　
菅
原
知
明
氏

定
員　
15
人
程
度

材
料
代　
大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
子
ど
も
５
０
０
円　

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
も
の
さ
し
、
木
工

用
ボ
ン
ド
、ハ
サ
ミ
、洗
濯
バ
サ
ミ（
20
個
）、

昼
食

内
容
　
大
人
は
手
提
げ
カ
ゴ
、
子
ど
も
は

小
物
入
れ
な
ど
を
作
り
ま
す
。

申
込
期
間　
７
月
１
日（
月
）〜
16
日（
火
）

　
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
持
ち
寄
り
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

期
日　
７
月
13
日（
土
）、８
月
10
日（
土
）

９
月
14
日（
土
）、
10
月
12
日（
土
）

時
間　
初
級
者
コ
ー
ス
・
10
時
〜
12
時

　
　
　
一
般
コ
ー
ス
・
14
時
〜
17
時

場
所
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル

対
象　
北
秋
田
市
民
及
び

市
内
企
業
に
勤
務
す
る
方

参
加
費
　
無
料

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

64

北
秋
田
市
指
定
天
然
記
念
物

　
　
　
　
　
　
　
　
（
植
物
）

○「
ツ
キ
（
１
本
）」

◇
所
在
地　
小
又
字
上
野
１
８
６‐１

　
　
　
　
　
（
小
又
神
明
社
境
内
）

◇
管
理
者　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会

　
阿
仁
前
田
駅
近
く
の
小
又
神
明
社
へ

の
参
道
途
中
右
側
に
あ
り
、神
社
の
御

神
木
と
し
て
古
く
か
ら
大
事
に
扱
わ
れ

て
い
ま
す
。推
定
樹
齢
３
０
０
年
、幹
周

７
２
０
㎝
、樹
高
約
30
ｍ
の
巨
木
で
、根

や
幹
に
イ
ボ
状
の
突
起
が
あ
る
こ
と
か

ら
、地
元
で
は「
い
ぼ
の
木
様
」と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。小
さ
な
俵（
袋
）に
籾
殻

を
入
れ
根
元
の
祠
に
奉
納
し
て
祈
る
と
、

イ
ボ
が
取
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。現
在
も
地
域
の
子
ど
も
や
近
隣
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
人
な
ど
、参
拝
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、ま
だ
信
仰
が
生
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
全
国
的
に「
い
ぼ
神
様
」は
地
蔵
の
場

合
が
多
い
の
で
す
が
、樹
木
の
例
も
見

ら
れ
る
よ
う
で
す
。

◇
天
然
記
念
物（
植
物
）

　
北
秋
田
市
内
で
指
定
し
て
い
る
記
念

物（
植
物
）は
９
件
あ
り
、学
問
・
芸
術
上

価
値
の
あ
る
植
物
と
し
て
こ
れ
を
保

存
・
保
護
す
る
た
め
市
で
指
定
し
て
い

ま
す
。

◇「
ツ
キ（
槻
）」ニ
レ
科
ケ
ヤ
キ

　

ケ
ヤ
キ(
欅)
の
古
名
で「
ツ
キ
」と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。樹
木
の
木
目
が
美
し

く
、く
る
い
が
な
い
こ
と
か
ら
、大
黒
柱

の
建
築
材
や
漆
器
を
は
じ
め
と
し
た
工

芸
品
の
木
地
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

◇
小
又
神
明
社（
上
野
神
社
）

　
祭
神
・
天
照
大
神
、小
又
神
明
社
の
入

口
に
石
碑
が
あ
り
、「
元
治
元
年
子
十
月

三
日
卒
俗
称
柴
田
清
松
開
墾
熱
心
・・
」

と
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
昭
和
59
年
３
月
21
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／『
森
吉
町
史
資
料
編
第
９
集
』

『
広
辞
苑
』『
秋
田
の
名
勝
・
天
然
記
念

物
』ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

日時　平成25年８月15日（木）14時30分～
会場　北秋田市文化会館
対象　平成４年４月２日～平成５年４月１日までに
　　　生まれた市内在住者及び市内中学校卒業者

※個別に連絡を差し上げていますが、該当する方で
　通知が届いていない場合は７月26日までにご連
　絡ください
※成人式の協力員を募集しています
　皆さんの手で思い出に残る成人式にしましょう

平成25年度北秋田市成人式合川地区文化交流会第７回

～10/
『合川地区文化交流会』　時間１０：３０～１１：３０
　北秋雅楽会（森吉）、ケ・アロハ・フラ・オハナ・タカノス（鷹巣）

　李岱奴踊りの会（合川）

問 合川公民館 ☎78‐2214

合川芸文祭第25回７ （日）７

『合川芸文祭』　時間１２：３０～１５：３０
　合川芸文協加入団体
　　（舞踏、民謡、太鼓、コーラス、俳句、華道ほか）

■会場：合川公民館

問 生涯学習課 ☎62‐1130
▲小又神社境内のツキの木

前
号「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
‐
63
」の
中

で
、「
鷹
巣
町
御
竿
萬
日
記
」を「
鷹
巣

村
御
竿
萬
日
記
」に
、「
斎
藤
田
代
兵

衛
」を「
斎
藤
田
代
兵
部
」と
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
公
開
講
座

申
問

中
央
公
民
館　
☎
62‐

１
１
３
０

合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78‐

２
１
１
４

よ
ろ
ず
パ
ソ
コ
ン
教
室

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78‐

２
１
１
４

大
阿
仁
公
民
館
定
期
講
座

申
問

阿
仁
公
民
館　
☎
84‐

２
２
２
０

/
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介護保険料のお知らせ 介護保険料のお知らせ

◎お問い合わせ・・・高齢福祉課介護保険係　　☎６２‐１１１２

　65 歳以上の方へ、７月中旬に「介護保険料納入通知書兼特別徴収開始通知書」をお送りします。
今回の介護保険料額は、平成 25年４月１日時点での世帯の課税状況や、
本人合計所得金額をもとに算定したものです。

介護保険料の納め方（特別徴収・普通徴収）と納付時期

①特別徴収（年金からの天引き）
　老年齢基礎年金などの公的年金を年額 18万円以上受給している方は、年金から天引きとなります。
　ただし、次の場合は特別徴収の方でも一時的に納付書で納付する場合があります。

②普通徴収（納付書で納付）
　特別徴収の条件に該当しない方は「普通徴収」となりますので、納付書または口座振替により保険料を納付
していただきます。※口座振替は取扱い金融機関での手続きが必要です。
　○普通徴収の納付方法
　普通徴収の納期は７月から翌年２月までの年８回となり、
当該月の月末までが納付期限になっています。
ただし、納期まで日数がない場合は、例外的に納期が「随時期」として設定されます。

介護保険料が変更されるとき

●北秋田市外への転出や死亡など、北秋田市の被保険者資格を喪失した場合
 被保険者であった期間（月単位）に応じて保険料を精算し、改めて変更後の保険料額をお知らせします。

●保険料算定の基礎（根拠）となる市民税が所得更正などにより変更されたり、生活保護を受給
するなどした場合
 新たな保険料段階区分（第１段階～第６段階）で保険料を計算しなおし、改めて変更後の通知書をお送りします。

介護保険料の段階の決まり方

段階別保険料額
基準額：５,５７７円（平成 24～ 26 年度は同一料金）

段　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

対象者

●生活保護を受けている方

●世帯全員が住民税非課税で、
　前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
　80万円以下の方
●世帯全員が住民税非課税で、
　前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
　80万円を超える方
●世帯の誰かに住民税が課税されているが
　本人は住民税非課税の方

●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
　190 万円未満の方

●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
　190 万円以上の方

保険料率

基準額×0.5
（月額 2,789 円）

基準額×0.5
（月額 2,789 円）

基準額×0.75
（月額 4,183 円）

基準額
（月額 5,577 円）

基準額×1.25
（月額 6,972 円）

基準額×1.50
（月額 8,366 円）

保険料（年額）

33,468 円

33,468 円

50,196 円

66,924 円

83,664 円

100,392 円

生活保護を受給している

住民税を納めている

同じ世帯に住民税を納めている人がいる

前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円以下

前年の合計所得金額が
190万円以上

いいえ

いいえ

いいえ

はい いいえ

はい
はい

第２段階第１段階 第６段階 第３段階第５段階 第４段階

はい

はい いいえ ●保険料が増額になった　　　　　　　　　　

●年度の途中で 65歳になった

●年度の途中で老齢年金等の受給が始まった

●年度途中で他の市町村から転入した

●保険料が減額になった

●年金が一時差し止めになった　など

増額分を納付書で納付します

年金支払者から特別対象者として把握

される月（４月、６月、８月、10月、12月、２月）

のおおむね６か月後から天引きになります。

それまでは納付書での納付になります。

月

納期

７月

第１期

８月

第２期

随時

随時期

２月

第８期

１月

第７期

12月

第６期

11月

第５期

10月

第４期

９月

第３期

納め忘れのないように
口座振替をお勧めします！

平成25年度介護保険料額をお知らせします平成25年度介護保険料額をお知らせします
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国民年金・福祉医療のお知らせ

福祉医療受給者証が更新になります
現在お持ちの福祉医療受給者証の有効期限が
　平成25年７月31日の方は使用できなくなります

　更新の対象となる方に対しては、７月末までに新しい受給者証をお送り致しますので８月以降病院で
受診される際は有効期限を確認のうえ、保険証と共に提示してください。
　ただし、市で平成24年中の所得が把握できない方（１月１日以降の転入者、未申告者）は前住所地
より所得課税証明書の取り寄せや、申告を行う必要があります。該当する方については別途通知を発送
いたします。

○期限切れの証は各自破棄してください。自治体職員を語り、保険証などを騙し取る事件
が多発しています。市職員が直接回収に伺うことはありませんのでご注意ください。
○加入されている健康保険（社保、共済、国保等）が変更となった場合には、速やかに市
民課及び各窓口センターにて手続きをお願いします。

国民年金保険料の納め忘れはありませんか

◎お問い合わせ・・・市民課国保年金係　　　☎６２‐１１１８
　　　　　　　　　　合川総合窓口センター　☎７８‐２１１２
　　　　　　　　　　森吉総合窓口センター　☎７２‐３１１５
　　　　　　　　　　阿仁総合窓口センター　☎８２‐２１１２

国民年金保険料免除等の申請について
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保
険料免除制度」や「若年者（30歳未満）納付猶予制度」がありますので、最寄の年金事務所や市民課国保年金
係で手続きをしてください。
　平成 25年度の免除等の受付は平成 25年７月１日から開始され、平成 25年７月分から平成 26年６月分まで
の期間を対象として審査を行います。なお、７月中に限り、平成 24年７月分から平成 25年６月までの期間（前
一年間分）についても申請することができますので、希望する方はお早目に手続きをしてください。

障害基礎年金所得状況届等は７月末まで
　国民年金の障害基礎年金を受給中の方は、日本年金機構秋田事務センターから送付される「所得状況届」等
を７月末日までに市民課国保年金係または各総合窓口センター、出張所へ提出してください。
　「所得状況届」等の提出がないと、年金の支払いが差し止められる場合がありますのでご注意ください。

　国民年金は、老後の生活や障がい、死亡などもしもの時にあなたの大きな支えとなります。
保険料が納め忘れの状態で、万一、障がいや死亡といった不慮の事故が発生すると、障害基
礎年金や遺族基礎年金が受けられない場合があります。

【
①・②
の
工
事
に
つ
い
て
】　

　
対
象
と
な
る
方

○
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　
対
象
と
な
る
住
宅

○
市
内
に
あ
る
住
宅
（
別
荘
等
を
除
く
）

○
賃
貸
を
し
て
い
な
い
住
宅
又
は
賃
貸
す

る
予
定
の
な
い
住
宅

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住
宅
部
分
の
面

積
が
２
分
の
１
以
上
の
住
宅

○
申
請
者
若
し
く
は
親
及
び
子
が
所
有
し
、

か
つ
居
住
す
る
住
宅

　
対
象
と
な
る
工
事

○
工
事
費
用
が
50
万
円
以
上
の
工
事

○
市
内
に
本
店
の
あ
る
業
者
又
は
住
民
登

録
し
て
い
る
個
人
が
施
工
す
る
工
事

【
③
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
】　

　
対
象
と
な
る
方

○
市
内
に
対
象
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

　
対
象
と
な
る
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
戸
建
住
宅
（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住

宅
部
分
の
面
積
が
２
分
の
１
以
上
の
住
宅
）

　
補
助
金
申
請
（
共
通
）

申
請
場
所　
都
市
計
画
課
（
森
吉
庁
舎
）、

生
活
課
（
本
庁
舎
）、
合
川
及
び
阿
仁
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー

申
請
方
法　
工
事
着
手
前
に
補
助
金
交
付

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※

着
手
済
み
・
完
成
済
み
の
工
事
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※

①
と
②
の
申
請
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

　
　
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
住
宅
係　
☎
72‐
５
２
４
６

申
問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
診
断
に
補
助
を
し
ま
す

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
診
断
に
補
助
を
し
ま
す

①
住
宅
の
増
改
築
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
10
分
の
１
の
金
額（
限
度
額 
20
万
円
）　

②
耐
震
、断
熱
、省
エ
ネ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、　屋
根
の
克
雪
対
策
に
有
効
な
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
10
分
の
１
の
金
額（
限
度
額 

25
万
円
）

③
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
の
金
額（
限
度
額 

３
万
円
）

北秋田市民歌の歌詞及び作曲者

　北秋田市は平成17年の４町合併から、まもな
く10年を迎えようとしています。市では市民の
一体感の醸成や将来に向かっての更なる発展への
願いを込め「北秋田市民歌」を制定します。
　つきましては、市民歌の制定にあたり、歌詞及
び作曲者を募集します。また、次代を担う子ども
たちからは、北秋田市を誇りとし、市の発展に向
けた願いを自由詩に込めた「讃歌」を募集します
ので、奮ってご応募ください。

　　　　　[歌詞]市内在住及び市出身者並びに北
秋田市に関わりのある方／ [作曲者]市内外を問い
ません／ [讃歌]市内の小・中学生
　　　　　[歌詞]・[作曲者]８月31日（土）
　　　　　[讃歌]９月30日（月）
　　　　　応募様式は指定しません。歌詞・作曲者
は、本庁又は各総合窓口センターに提出若しくは
郵送で、讃歌は学校を経由して応募してください

応募資格

応募締切

応募方法

並びに 北秋田市讃歌を募集します

　　総務課総務係　☎62‐1111

○詳しい内容については、ホームページをご覧い
ただくか、担当までお問い合わせください

ナイトメア
ＺＥＴＡ

ＳＵＧＡＷＡLＡＢＢＩＴＳ
ヒロタケ
ｎｕｎ

Ｎ２．ｔｏ，ｒｏａｃｈ
ＫＮＵＣＫＬＥ
ワイルドチェリー

　　　　　　　　　　ほか

ナイトメア
ＺＥＴＡ

ＳＵＧＡＷＡLＡＢＢＩＴＳ
ヒロタケ
ｎｕｎ

Ｎ２．ｔｏ，ｒｏａｃｈ
ＫＮＵＣＫＬＥ
ワイルドチェリー

　　　　　　　　　　ほか

フリーマーケット 出店大募集! 出店大募集!

北秋田市文化会館

開場 午前９：30
開演 午前10：00

日●月 日

出演バンド

EVENTSEVENTS

GUEST ARTISTGUEST ARTIST

★一般／ 500円
★高校生以下無料
★一般／ 500円
★高校生以下無料
※入場には各プレイガイドにて
チケットをもらってください
※入場には各プレイガイドにて
チケットをもらってください

8 4

詳しくはお問い合わせください（秋北新聞社内 庄司）
応募締切日 平成25年7月15日（月）

（先着順）

　　文化会館  ☎62‐3311　

お楽しみ

フリーマーケット

子供広場

出店、喫茶コーナー

■プレイガイド　日活書店・北秋協販・福助堂・阿仁公民館・森吉コミュ
ニティセンター・合川公民館・ひまわりの家・中央公民館・北秋田
市文化会館・秋北新聞社・メンズサロン相馬・チックタグズカフェ・(株)
佐々木電機 ・縄文の湯･秋北文具/大館市民文化会館/能代市文化会館

秋北新聞社  ☎62‐1236

☆ダックスムーン
☆藤田ゆうみん
☆本城 奈々
　　　　　ほか

◇
い
ず
れ
も
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
７
月
１
日
（
月
）、
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
22
日
（
月
）　
29
日
（
月
）　

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

  

７
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
７
月
30
日
（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
３
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
７
月
30
日
（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
24
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
７
月
４
日
（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
24
年
９
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
７
月
19
日
（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
24
年
７
月
生
ま
れ
の
子

  

健
康
相
談

場
所
／
期
日　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
７
月
４
日（
木
）

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　
７
月
11
日（
木
）

▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　
７
月
18
日（
木
）

▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　
７
月
25
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等

持
ち
物　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
）

  

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
７
月
19
日
（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
子
育
て
サ
ー
ク
ル「
に
じ
い
ろ
リ
ボ
ン
」

期
日　
７
月
５
日
（
金
）

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
等

対
象　
未
入
園
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

　
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

　

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

日
時　
７
月
18
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐

１
１
６
５

健
康 

　
　 

健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

徳

永

み

つ

き

成

田

ゆ

う

ま

児

玉

き

ほ

佐

藤

い

ち

成

田

こ

こ

は

阿

部

ゆ

き

み

藤

嶋

ゆ

か

り

永

井

か

の

ん

大

川

ゆ

あ

新

田

ふ

う

が

石

野

れ

も

ん

長

谷

川

れ

ん

近

藤

み

お

近

藤

さ

や

赤

川

か

ず

ま

藤

原

あ

き

と

中

嶋

ゆ

う

が

大

町

東

横

町

東

中

岱

宮

前

町

舟

見

町

南

鷹

巣

吉

野

上

町

前

山

東

中

岱

舟

見

町

南
中
家
下

中

屋

敷

中

屋

敷

東

中

岱

あ
け
ぼ
の
町

小

ケ

田

申
問

合川プール合川プール

【期間】　７月１日（月）から
　　　　８月31日（土）まで
【時間】　①10時～12時
　　　　②13時～15時30分
　　　　③17時～19時
※17時以降、高校生以下は保護者
同伴でなければ使用できません。

問

高校生以上
100円
800円

１回券
10回券

中学生以下
 50円
400円

料金

鷹巣体育館　☎62‐3800

開場のお知らせ開場のお知らせ

  

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
注
意
！

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
が
発
生
し
て
い
ま
す

　
畑
仕
事
や
山
菜
採
り
な
ど
で
山
や
草
む

ら
に
入
る
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
手
袋
な
ど

を
着
用
し
、
素
肌
を
な
る
べ
く
出
さ
な
い

よ
う
に
す
る
。

○
草
の
上
に
腰
を
お
ろ
し
た
り
、
寝
転
ん

だ
り
し
な
い
。

○
作
業
中
に
脱
い
だ
上
着
や
タ
オ
ル
な
ど

を
草
の
上
に
放
置
し
な
い
。

○
帰
宅
後
は
す
ぐ
入
浴
し
、
脱
い
だ
衣
類

は
速
や
か
に
洗
濯
す
る
。

▽
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
る
と
…

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
た
場
合
、
潜
伏

期
間
は
５
〜
14
日
で
す
。
刺
し
口
は
２
〜

３
日
で
赤
く
腫
れ
、
４
〜
５
日
目
に
は
水

ぶ
く
れ
、
そ
の
後
は
潰
瘍
と
な
り
、
10
日

目
に
は
周
囲
が
赤
い
陥
没
し
た
黒
い
か
さ

ぶ
た
に
な
り
ま
す
。

　
早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
な
い
と
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発
熱
・
刺

し
口
・
発
疹
等
の
症
状
が
出
た
時
は
速
や

か
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
７
月
10
日（
水
）全
血 【
鷹
巣
地
区
】

■
７
月
17
日（
水
）全
血【
森
吉・鷹
巣
地
区
】

献
血
日
程

献
血
日
程

197

小又川

杣温泉

太
平
湖

森
吉
ダ
ム

至 太平湖、大館

提
供
場
所

至 

阿
仁
前
田
、

　 

森
吉
山
ダ
ム

森吉山荘

　　北秋田地域振興局建設部
森吉ダム管理事務所　☎76‐2448

森吉ダムの採取木を提供します

　森吉ダムの貯水池内で採取した
流木を、市民のみなさまに無償で
提供します。《無くなり次第終了》
提供期間　７月８日(月)～11日（木）
　　　　　【時間】　９時～15時
提供場所　森吉字湯ノ岱地内
　　　　( 森吉山荘約１km手前 )
提供条件　▼自分で取りに来られ
ること▼転売等、営利目的に使用し
ないこと▼独占しないこと▼利用
する方は、氏名、住所、利用目的を記
入し、現場作業員にしたがうこと

問

問

　

米
代
川
流
域
一
斉
清
掃

　
米
代
川
の
環
境
美
化
・
保
全
の
た
め
、

一
斉
清
掃
へ
の
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。ま
た
、
集
合
場
所
に
来
ら
れ
な

い
方
も
米
代
川
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
８
月
４
日（
日
）　
午
前
６
時
〜

集
合
場
所　
米
代
川
内
陸
縦
貫
鉄
道
橋
下

※
ゴ
ミ
袋
は
集
合
場
所
で
配
布
し
ま
す
が
、

軍
手
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い

　
　
米
代
川
の
環
境
を
守
る
会
事
務
局

☎
０
１
８
５‐
70‐
１
２
４
６

　
与
次
郎
駅
伝
（
秋
田
市
）
に
伴
う

　

交
通
規
制
に
つ
い
て

　
『
第
２
回
与
次
郎
駅
伝
２
０
１
３
』
の

開
催
に
伴
い
秋
田
市
広
小
路
を
中
心
に
大

規
模
な
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

マ
イ
カ
ー
で
の
中
心
市
街
地
へ
の
乗
り
入

れ
は
、
極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　
７
月
20
日
（
土
）　

道
路
規
制
時
間　
８
時
30
分
頃
〜
12
時
30
分
頃

道
路
規
制
区
間　
中
央
通
か
ら
広
小
路
に

通
じ
る
道
路
お
よ
び
広
小
路

渋
滞
予
想
時
間　
７
時
〜
15
時

渋
滞
予
想
区
間　
秋
田
駅
前
・
エ
リ
ア
な

か
い
ち
付
近
一
帯

※
道
路
規
制
区
間
に
つ
い
て
は
、Ａ
Ｋ
Ｔ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
若
し
く
は
実
行
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
与
次
郎
駅
伝
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
８‐
８
６
６‐
８
０
３
０

お
知
ら
せ

７
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62‐

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72‐

３
１
９
２

両
館
と
も（
３
、10
、15
、17
、21
、24
、31
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 

☎
78‐

４
０
２
５

　
（
１
、８
、16
、22
、29
日
）

問

問

料

前売

前売
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視
聴
覚
障
害
者
の
困
り
ご
と
相
談
会

　
日
常
生
活
に
お
け
る
困
り
ご
と
の
相
談

会
及
び
日
常
生
活
用
具
の
体
験
会
を
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
21
日（
日
）　
10
時
〜
15
時

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
市
内
在
住
の
視
覚
障
害
者
と
そ

の
家
族
及
び
関
係
者

　
　
秋
田
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

☎
０
１
８‐

８
６
４‐

２
７
８
３

　

食
の
安
全
セ
ミ
ナ
ー

期
日　
８
月
２
日（
金
）

時
間　
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

場
所　
大
館
市
中
央
公
民
館

テ
ー
マ　
食
の
安
全
と
健
康
生
活

講
師　
慶
應
義
塾
大
学
・
医
学
部

　
　
　
教
授　
井
上
浩
義　
氏

参
加
料　
無
料

　
　
秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー
北
部
消
費
生

活
相
談
室　
☎
０
１
８
６‐

45‐

１
０
４
１

　
高
校
生
福
祉
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

期
日　
７
月
26
日（
金
）・
27
日（
土
）

場
所　
秋
田
県
北
部
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア

（
大
館
市
十
二
所
字
平
内
新
田
２
３
７‐

１
）

対
象
者　
高
校
生
、
進
路
指
導
担
当
教
諭

内
容
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
個
別
相
談
／
福
祉

施
設
見
学
／
エ
リ
ア
案
内
／
実
技　
な
ど

申
込
み　
７
月
16
日（
火
）ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
北
部
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア

☎
０
１
８
６‐

47‐

７
０
７
０

０
１
８
６‐

47‐

７
０
７
１

　

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
in
大
館

期
日　
８
月
10
日（
土
）

時
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
受
付　
13
時
〜
15
時

場
所　
大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容　
求
人
事
業
所
と
の
個
別
面
談
等

※
申
込
み
不
要
で
入
退
出
も
自
由
で
す

　
　
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
８‐

８
６
４‐

２
８
８
０

　
赤
十
字
水
上
安
全
法
指
導
員

　
養
成
講
習
会

受
講
資
格（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
者
）

▽
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
者

▽
平
成
22
年
度
以
降
に
赤
十
字
救
急
法
救

助
員
並
び
に
水
上
安
全
法
救
助
員
を
取
得

し
た
者

▽
全
日
程
出
席
で
き
る
者

▽
心
身
と
も
に
健
康
で
、
指
導
員
資
格
取

得
後
は
赤
十
字
が
行
う
水
上
安
全
法
普
及

事
業
に
協
力
で
き
る
者

日
程

〈
説
明
会
〉
７
月
20
日（
土
）

〈
事
前
研
修
会
〉
７
月
21
日（
日
）

〈
講
習
会
〉
８
月
３
日（
土
）〜
４
日（
日
）

　
　
　
　

８
月
23
日（
金
）〜
25
日（
日
）

会
場　
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル
／
男
鹿
市

戸
賀
海
岸
（
予
定
）

講
習
内
容　
赤
十
字
に
つ
い
て
／
水
上
安

全
法
講
習
に
つ
い
て
／
指
導
員
の
役
割
に

つ
い
て　
な
ど

受
講
料　

１
０
０
０
円

申
込
期
限　
７
月
５
日（
金
）
必
着

　
　
　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※

申
込
書
は
、
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支

部
で
配
布
し
て
い
ま
す

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部

☎
０
１
８‐

８
６
４‐

２
７
３
１

０
１
８‐

８
６
４‐

６
８
５
２

　「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

　
提
出
に
ご
協
力
を
！

　
今
年
度
も
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
者

以
外
の
方
に「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ご
回
答
い
た
だ
け
る
と
、
自
身
の
身
体
状

態
を
把
握
で
き
る
ほ
か
、
介
護
予
防
教
室
に

優
先
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
手
元
に「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」が
届

き
ま
し
た
ら
、
ご
記
入
の
う
え
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
に
入
れ
て
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
返
信
期
日
が
終
了
し
て
い
る
森
吉
・
阿

仁
・
合
川
地
区
の
方
も
、
ぜ
ひ
返
信
を
お

願
い
し
ま
す

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
69‐

７
０
６
１

　
児
童
手
当
『
現
況
届
』
の
提
出
は

　
お
済
み
で
す
か
？

　
現
況
届
は
児
童
手
当
を
６
月
以
降
、
引

き
続
き
受
給
さ
れ
る
方
の
受
給
資
格
確
認

を
す
る
た
め
、
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を

記
載
し
、提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
提
出
期
限
（
６
月
28
日
）
が
過
ぎ
て
い

ま
す
の
で
、
未
提
出
の
方
は
至
急
、
提
出

く
だ
さ
い
。

※

現
況
届
の
用
紙
は
、
６
月
上
旬
に
受
給

者
宛
に
送
付
し
て
い
ま
す

【
提
出
場
所
】　
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係
、

各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
前
田
出
張
所
、

大
阿
仁
出
張
所

　
　
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係　☎

62‐

６
６
３
８

問 福祉課こども福祉係　☎62‐6638

児童扶養手当を受けている方へ
児童扶養手当…父母が離婚または１年以上行方不
明、死亡した場合などにより児童を養育している
父母又は養育者で、前年の所得が一定額未満の場
合に受給できる手当です。
【現況届の提出及び面接日】
▽阿仁地区　８月７日（水）
▽合川地区　８月８日（木）
▽森吉地区　８月９日（金）
▽鷹巣地区　８月22日（木）、23日（金）、26日（月）
【時間】　９：00～ 18：30
【場所】　市役所または各総合窓口センター

▽平成25年１月２日以降に北秋田市へ転入され
た方は転入前の住所地市町村から『平成25年度
課税証明書』を取得する必要があります。
▽該当者には７月下旬ころ、市から通知します。
届かない場合や都合のつかない方はご連絡ください。
※特別児童扶養手当の該当者には、別途通知します

お
知
ら
せ

　生活課環境係　☎62‐1110問

北 秋 田 市
環境放射線量測定結果

　測定の結果、秋田県の通常
レベルを超える数値は観測さ
れていません。

空間線量調査（６月11日測定）

※県の通常レベルは
　　　0.022 ～ 0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.06
0.04
0.06
0.05
0.05
0.03
0.04

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

FAX

FAX

風しん予防接種費用の助成をはじめます

■助成対象となる方　接種日に北秋田市に住所を
有する満19～60歳の方、又は妊娠中の女性の同居
家族
　特に妊娠を希望する女性、妊娠中の女性の同居
家族を優先します。
　ただし、過去に風しん予防接種を受けた方、明ら
かに風しんに罹患している方は除きます。
■助成期間　７月１日～平成26年３月31日

　今年の２月以降、大都市を中心に風しんが流行しています。
　妊娠初期の女性が風しんにかかると、心臓病や難聴などの障がいを持った先天性風しん症候群の
赤ちゃんを出産する可能性があります。北秋田市では先天性風しん症候群の予防を目的として、風し
ん予防接種費用の助成を開始します。

■助成金額　全額助成　※1人1回のみ
○すでに４月１日～６月30日の間に、自費で接種
を済ませた方も接種料金を市から還付しますので、
領収書をご持参ください。
■接種ワクチン　麻しん風しん（MR）混合ワクチ
ンまたは風しん単独ワクチン
■接種方法　市内協力医療機関にて個別接種

（順不同）

■市内協力医療機関■市内協力医療機関

○市立米内沢診療所
○市立阿仁診療所

○近藤医院
○佐々木産婦人科医院
○たむら内科クリニック
○津谷内科

○奈良医院
○藤原医院
○盛岡外科医院
○国民健康保険合川診療所

○北秋田市民病院
○うえだクリニック
○遠藤クリニック
○児玉内科クリニック

　　健康推進課健康推進係　☎62‐6666

食育ジュニア食育ジュニア

※各地区ごとにバスがあります。詳細については、
後日対象者に各小学校を通してチラシを配布します。

期　日
７月25日（木）
７月26日（金）
７月31日（水）
８月８日（木）

場　　　所
森吉保健センター
阿仁ふるさと文化センター
合川保健センター
保健センター

期日・場所・申込締切
申込締切
７/11（木）
７/11（木）
７/11（木）
７/29（月）

【対象】　市内各小学校１年生
【募集人数】　先着25人
【内容】　地元生産者による講話や食
育ゲーム、クッキング等、頭と体を
たっぷりと使った後で楽しい昼食
【持ち物】　エプロン、子供用箸、スプーン、
　　　　　オシボリ、内履き

【時間】　９：30～ 13：00　※各会場共通

参加者募集！参加者募集！

　　　健康推進課健康推進係　☎62‐6666申問
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夏
の
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
参
加
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
県
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
家

庭
で
の
節
電
等
の
省
エ
ネ
行
動
を
推
進
す
る
、

「
夏
の
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
限　
８
月
16
日（
金
）

対
象
者　
県
内
の
家
庭（
応
募
は
世
帯
単
位
）

　
夏
の
省
エ
ネ
実
践
結
果
と
電
気
の
使
用
量

を
報
告
い
た
だ
い
た
家
庭
の
中
か
ら
抽
選
で

企
業
提
供
商
品
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（http://w

w
w
.pref.akita.

lg.jp/en-ondanka/

）

　
　
秋
田
県
生
活
環
境
部
温
暖
化
対
策
課

☎
０
１
８‐

８
６
０‐

１
５
７
３

　
入
国
警
備
官
採
用
試
験

　
平
成
25
年
度
入
国
警
備
官
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　
７
月
23
日（
火
）〜
８
月
１
日（
木
）

受
付
期
間
【
郵
送
ま
た
は
持
参
】

　
７
月
23
日（
火
）〜
７
月
31
日（
水
）

【
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】　http://w

w
w
.

jinji.go.jp/saiyo/shikenB.htm
#nyuukei

　
　
仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課

☎
０
２
２‐
２
５
６‐
６
0
7
6

　
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　
大
卒
等
の
採
用
選
考
が
４
月
１
日
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
中
で
、
高
卒
を
対
象
と
し

た
学
卒
求
人
の
受
付
が
、
６
月
20
日
よ
り

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
業
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材
の
確

保
と
地
元
定
着
に
よ
る
活
力
あ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
の
た
め
、
採
用
枠
の
拡
大
と
学

卒
求
人
（
高
卒
・
大
卒
等
）
の
早
期
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
者
の
適
正
と
能
力
の
み
を

基
準
と
し
た
公
正
な
採
用
選
考
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣☎

60‐
１
５
８
６

　

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

【
共
通
事
項
】

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

▽
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
応
用
講
習

期
間　
７
月
11
日（
木
）〜
12
日（
金
）

内
容　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
本
操
作
、

図
、
イ
ラ
ス
ト
、
画
像
の
挿
入
方
法
を
習

得
す
る

対
象
者　
文
字
入
力
の
で
き
る
方

テ
キ
ス
ト
代　

２
１
０
０
円

申
込
締
切　
７
月
３
日（
水
）

▽
エ
ク
セ
ル
関
数
活
用
初
級
講
習

期
間　
７
月
22
日（
月
）〜
23
日（
火
）

内
容　
す
ば
や
く
入
力
、
編
集
す
る
た
め

の
エ
ク
セ
ル
関
数
を
習
得
す
る

対
象
者　
文
字
入
力
の
で
き
る
方

テ
キ
ス
ト
代　
５
２
５
円

申
込
締
切　
７
月
11
日（
木
）

　
　
　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校☎

84‐

８
３
５
１

　
青
い
羽
根
募
金
運
動

　
昭
和
25
年
か
ら
社
団
法
人
日
本
水
難
救

済
会
が
、
水
難
救
済
事
業
の
推
進
を
目
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
県
で
も
水
難
事

故
の
根
絶
と
事
故
防
止
の
た
め
の
資
金
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
い
羽
根
募
金
運
動
の
際
に
は
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

総
務
課
危
機
管
理
係 

☎
62‐

６
６
０
２

お
知
ら
せ①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13‐2 

簡易耐火２階建２ＤＫ　月額11,200 ～ 22,000円
トイレ：汲取　給湯：無　浴室：浴槽無 
②林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★ 
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額9,700 ～ 19,000円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無 
③田の沢団地･･･川井字五郎左エ門田の沢5‐6 
木造２階建４戸建２ＬＤＫ　
月額19,500 ～ 38,400円（共益費400円） 
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
④東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49‐1 
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,500 ～ 20,700円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無 
⑤三両団地･･･阿仁水無字寺後1‐5★ 
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額11,100 ～ 20,400円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 
⑥上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4‐6★ 
木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額17,500～34,300円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 
⑦諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33‐1★ 
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000～70,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス

⑧サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,500円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　第１回 ７月１日（月）～５日（金）
第２回 ７月12日（金）～ 19日（金） ※土日祝日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター
　※第２回の募集住戸については、７月10日以降
にお問い合わせください

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】　第１回　７月２日（火）又は３日
（水）／第２回　７月16日（火）又は17日（水）
※希望日の前日までに電話等でお申込みいただき、当日
は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72‐5246問

　橋梁補修工事により新田目橋が、次のとおり終
日通行止めになります。皆様にはご迷惑をおかけ
しますが、ご協力をお願いします。
【工事場所】新田目橋（にいだめばし）
　　　　　 新田目字屋布岱　地内
【規制期間】７月22日（月）～ 12月20日（金）
【規制内容】終日車両通行止め
　　　　　（車両、歩行者とも通行止めとなります）

橋梁通行止めのお知らせ

建設課工務係　☎72‐5244問

市施設の指定管理者の募集

福祉課地域障がい福祉係　☎62‐6637申問

申請書提出期間　７月８日（月）～８月20日（火）

指定期間　平成26年４月１日～
　　　　　平成30年３月31日（４年間）

北秋田市障害者生活支援センター
所在地　北秋田市宮前町９番67号

詳しくは、お問い合わせください。

問　　財政課管財係　☎62‐6603

市有財産を売却します
旧阿仁克雪定住住宅（阿仁水無字新町）【土地建物】【土地建物】

■入札参加受付■入札参加受付
　７月１日（月）から７月31日（水）　
　８時30分から17時15分（土日祝を除く）

■入札日■入札日
　日時　８月５日（月）　10時～
　場所　北秋田市役所３階大会議室

【物件１】平成８年３月建築
【物件２】平成８年11月建築
【物件３】平成９年10月建築
【物件４】平成９年10月建築

■物件公開日■物件公開日
　７月３日（水）、10日（水）、17日（水）　
　10時から12時　※事前予約が必要です

○詳しい内容は、市のホームページをご覧ください

施設の名称

〒

〒

市役所合川庁舎

合川診療所合川診療所

合川中学校

合川駅合川駅

阿仁川

迂回路
新田目橋

市民提案型まちづくり事業補助金市民提案型まちづくり事業補助金

　　生活課地域推進係　☎62‐6628

交付される補助金の額
補助対象経費×補助率（Ａ）＋加算額（Ｂ）
補助対象経費
30万円以下
50万円以下
100 万円以下
100 万円超え

補助率（Ａ）
70％以内
60％以内
50％以内
45％以内

加算額（Ｂ）
0 円

３万円
８万円
13万円

※応募状況によっては募集を打ち切りますの
で、申込み前にお問い合わせください
　詳しい内容や様式を記載した募集要項は、各
庁舎および各地区公民館へ備え付けるほか、市
のホームページからダウンロードできます。

１回目
２回目
３回目

７月31日（水）
９月10日（火）
10月10日（木）

応募の締切り

　市では市民の皆さん自らが地域のことを考え、
自発的に地域課題の解決や地域振興
などに取り組む団体を応援します。

問
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北秋田市民病院 ☎62-7001

▼７月の休診日（耳鼻咽喉科）
　休診日＝10日（水）
　午後休診＝５日（金）
▼受付時間の変更（耳鼻咽喉科）
　２日（火）・３日（水）　10時30分まで
▼７月の休診日（精神科）
　休診日＝11日（木）

の
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日
1
2
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水
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金
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日
月
火
水
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金
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日
月
火
水

電話番号
62‐2261
63‐2700
78‐3161
82‐2351
62‐1155
62‐1146
63‐0105
63‐0515
72‐4501
62‐1101
69‐7311
62‐7001
62‐1400
62‐7001
62‐7001
69‐5300
78‐3161
60‐1055
62‐1146
62‐2261
69‐7311
62‐1155
72‐4501
62‐1400
82‐2351
63‐2700
62‐1101
62‐7001
63‐0515
60‐1055
63‐0105

医 療 機 関 名
津 谷 内 科
たむら内科クリニック
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
近 藤 医 院
奈 良 医 院
佐々木産婦人科医院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院
児玉内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
毛利整形外科クリニック
国民健康保険合川診療所
う え だ ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
津 谷 内 科
児玉内科クリニック
近 藤 医 院
米 内 沢 診 療 所
石川耳鼻咽喉科医院
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
う え だ ク リ ニ ッ ク
佐々木産婦人科医院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

（診療時間 18：30～ 21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療

お
知
ら
せ

　　福祉課地域障がい福祉係　☎62‐6637問

【内容】　市内小中学校・高校への記念品贈呈／作文コンクー
ル優秀賞の発表／「社会を明るくする運動」広報用ビデオ
上映／鷹巣中学校吹奏楽部による演奏　など

日時　７月16日（火）15：30～　　
場所　文化会館（ファルコン）

市民みなさんの参加をお願いします

【市民集会】
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100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！
福田キクヨさん（鎌沢）
大正２年５月20日生まれ

５月20日の祝品贈呈式
（阿仁養護老人ホーム もろび苑）
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人口と世帯数
※５月31日現在住民基本台帳による

総人口　35,700人（53人減）
　　　　【172人（１人増）】
　男　16,673人（35人減）【26人（０人）】
　女　19,027人（18人減）【146人（１人増）】
出生 20人【0人】　転入 34人【２人】
死亡 51人【0人】　転出 56人【１人】
世帯数 14,422世帯（９世帯減）【１世帯増】
※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

78901052783967292868966818383989334789098768794757893968886

949457799195787396837988709396628476
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公　開　収　録

森吉山ダム2013森吉山ダム2013

７月23日（火）　13：30～
中央公民館
☆バター餅のふるまい
☆バター餅体操　など　

７月23日（火）　13：30～
中央公民館
☆バター餅のふるまい
☆バター餅体操　など　

北秋田市は、昨年７月23日に『バター餅の里』を宣

言し、その日を「バター餅の日」に制定しました

北秋田市は、昨年７月23日に『バター餅の里』を宣

言し、その日を「バター餅の日」に制定しました

　　　日本バター餅協会事務局（商工観光課内）
　　　☎72‐3112　FAX 72‐3226
申問

夏にピッタリな「バター餅」の

食べ方も紹介するよ！

夏にピッタリな「バター餅」の

食べ方も紹介するよ！

参加者大募集！参加者大募集！

日　時
場　所
内　容

日　時
場　所
内　容

参加者にはうれしい特典付き参加者にはうれしい特典付き

【日時】　９月６日（金）　開演　17時 40 分～
【会場】　北秋田市文化会館
【主催】　ＮＨＫ秋田放送局、北秋田市
【出演】　吉幾三、門倉有希
☆観覧（無料）には事前の申込みが必要です。
【申込方法】　郵便往復はがき（私製をのぞく）に
次の項目を明記して申込みください。
【往信の裏面】郵便番号、住所、名前、電話番号
【返信の表面】郵便番号、住所、名前　
＊応募多数の場合は抽選となります。当選した方に
は入場整理券（１枚２人様入場可）をお送りします。
【宛先】〒010－8501（住所不要）
ＮＨＫ秋田放送局「ふるさと自慢うた自慢」係
【締め切り】　８月６日（火）＜必着＞
※ご応募の際に頂いた情報は、抽選結果のご連絡のほか、
ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させていただきます

　ゲスト歌手をリーダーに、男性・女性グループが対
抗で、お国自慢とあわせてカラオケで歌を競います。

　　北秋田市文化会館　☎62‐3311

日　時 月　　日７７ 2121 日 ９：00～15：00９：00～15：00

会　場 森吉四季美湖周辺森吉四季美湖周辺

　　　森吉山ダム広報館　☎84‐8590（９時～16時30分）　　　森吉山ダム広報館　☎84‐8590（９時～16時30分）

【主なイベント内容】

　■森吉山ダム探検隊（無料）　■ダム堤体登り（無料）

　■森吉発電所見学（無料）　　■カヌー体験

　■阿仁前田～森吉山ダム 歴史探訪ウォーキング（要申込）

　■特産品販売コーナー（森吉牛焼きそば など）

　■広報館展示：ダムに沈んだ村の古写真・古民具展など（無料）

【主なイベント内容】

　■森吉山ダム探検隊（無料）　■ダム堤体登り（無料）

　■森吉発電所見学（無料）　　■カヌー体験

　■阿仁前田～森吉山ダム 歴史探訪ウォーキング（要申込）

　■特産品販売コーナー（森吉牛焼きそば など）

　■広報館展示：ダムに沈んだ村の古写真・古民具展など（無料）

■カナディアンカヌー競技

一般枠（男・女）、男女ペア枠一般枠（男・女）、男女ペア枠
２人１組でご応募ください２人１組でご応募ください

初心者歓迎！事前講習あり初心者歓迎！事前講習あり

※雨天時はイベント内容が変更になる場合があります※雨天時はイベント内容が変更になる場合があります

当日は阿仁前田駅から無料バス送迎あり当日は阿仁前田駅から無料バス送迎あり

【優勝賞品あり】参加費１チーム 2000円【優勝賞品あり】参加費１チーム 2000円

（四季美湖カップ）

〈主催〉森吉山ダム水源地域ビジョン実行委員会 〈主催〉森吉山ダム水源地域ビジョン実行委員会 

申問

お問い合わせ　北秋田市米代川花火大会実行委員会　☎62‐1851
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